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町報かわにし
№ 1165

平成３０年２月１５日

　１
月
下
旬
、
最
強
寒
波
襲
来
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

き
な
が
ら
「
ど
う
せ
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
」
と

考
え
て
い
た
わ
た
し
。
実
際
に
や
っ
て
き
た
寒
波

は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
す
さ
ま
じ
い

も
の
。
思
わ
ず
心
の
中
で
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

　２
月
３
日
の
節
分
に
合
わ
せ
て
、
町
内
の
保
育

園
で
開
催
さ
れ
た
豆
ま
き
。
大
人
た
ち
が
鬼
に
扮

し
て
子
ど
も
た
ち
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。「
こ

な
い
で
ー
」
と
泣
き
な
が
ら
鬼
に
豆
を
投
げ
つ
け

る
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
姿
に
、
自
分
の
小
さ
い
時

の
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
鬼
は
怖
い
…

　
　大

　
　編

　後
　集

　記
　表紙の写真は、2月 2日㈮に行われた小松保育所
の豆まき。赤鬼と青鬼が登場すると、泣きながら逃
げる子や、先生やおともだちを守ろうと必死にまめ
を投げる子も。微笑ましい一幕でした。

　東沢小学校は、創立１１４年を迎えましたが、３月で閉校になります。そこで、私たち１８人全員の思いを石
板に刻んでいただけることになり、今の一人ひとりの想いを漢字 1文字で表しました。私の選んだ文字は「努」
です。私は今年度、今までやったことのない応援団長になり、自分からみんなに声をかけてリードし、応援賞を
とることができました。これからも何事にもチャレンジし、努力することを忘れないで生活したいと思います。
　私のおじいちゃんやお父さんも通った学校が閉校するのはさみしいですが、この石板が学校の記念碑のそばで
これからずっと私たちを見守ってくれると思います。東沢小学校の歴史やここで学んだこと、先生方や友達との
楽しい思い出を胸に、春からはみんなそれぞれ新しい学校でがんばっていきます。

東沢小学校閉校記念行事　「みんなの想いを石碑に刻もう」　1/14
　　　　　　　　　　　　東沢小学校　６年　川崎　結

ゆ な
菜さん（後列右から 3番目）

未来に向かって　～第２３回～
東沢小学校での思い出を、みんなで石板に刻みました

平成30年
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

みんな力を合わせて鬼退治！みんな力を合わせて鬼退治！みんな力を合わせて鬼退治！
～小松保育所豆まき～
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２月の町税等 川西町の人口

15,482 人　（－ 34）
男　　　7,578 人（－ 23）
女　　　7,904 人（－ 11）
世帯数　5,108 世帯 ( － 1)

※１月末日現在の住民基本台帳人口

●国民健康保険税（８期）
●介護保険料（８期）
●後期高齢者医療保険税（８期）
●水道・下水道料金（１月概算分）
口座振替日　２月２８日㊌
納付期限　　２月２８日㊌

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

◆町公式フェイスブック◆
町の出来事など、新鮮な情報をあなたのお手元に。まず
は「いいね」を！

【おめでとう そして ありがとう】
は、１月に掲載の申し込みがあっ
た方のみ掲載しています。
　氏名は、申込書のとおり掲載し
ていますので、戸籍や住民基本台
帳の表記と異なる場合があります。

…1月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

太田ミツヨ ８３ 大　舟
今野　とも １０２ 上小松
荘司　紘一 ７７ 上小松
髙石　末次 ７６ 下奥田
大河原竹始 ８７ 高豆　
伊藤　コウ ９０ 高　山
関　　昭夫 ８６ 時　田
山口　光男 ８７ 小　松
安部　ヨン ９８ 西大塚
田宮　恒雄 ９１ 玉　庭
渡部　なつ ９２ 大　塚
　倉惠美子 68 上小松
伊藤　　勉 ７５ 上小松
渡部　一榮 ８８ 尾長島
鈴木　吉弘 ６６ 大　塚
大友　德弥 ８７ 尾長島

寒河江マサ子 ８１ 莅
金子　建一 ８0 中小松
橋本　誠二 ８５ 上小松
長谷部孝一 ８５ 中小松
金子　勇次 ８１ 中小松
寒河江隆生 ８６ 堀　金
長谷川忠男 ８０ 上小松
石井　義信 ８０ 西大塚
小方　ヒデ ８８ 上奥田
金子　直次 ８０ 上小松

氏名 性別 保護者 大字

梅津　陽
よ う た

太 男 智史 ・ 香奈 小　松

長岡　愛
ま な や

也 男 聡 ・ 照美 中小松

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ２名

ご冥福を祈ります

毎
月
掲
載
募
集
中
！

「わが家のおぼご」小学校入学前のお子さん大募集（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名」「連絡先」「お子さんの名前（ふり
仮名付）・年齢」「メッセージ（２0 字前後）」を記入し、写真をメール
で送付ください。▶３月号募集期間：２月 15 日㈭～ 3 月 5 日㈪
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

松
岡
　晴は

る
た
か陽
く
ん
（
６
歳：上
）

　
　泰ひ

ろ
た
か陽

く
ん
（
３
カ
月
：
下
）

ぼ
く
に
弟
が
で
き
た
よ

（
松
岡
健
　希
衣
子
：
西
大
塚
）

奥
村
　聖こ

う
きく
ん
（
５
歳
：
左
）

　
　海か

い
せ
い聖
く
ん
（
１
歳
：
右
）

わ
れ
ら
、
わ
ん
ぱ
く
兄
弟
プ
ラ
ス

１
（
わ
ん
）

（
奥
村
将
基
　唯
：
高
豆
　）

鈴
木
　莉り

こ来
ち
ゃ
ん
（
６
歳：右
）

　
　
　
　瑠る

い心
く
ん
（
４
歳
：
左
）

い
つ
も
ケ
ン
カ
ば
か
り
だ
け
ど
、
本

当
は
仲
良
し
で
す
。

（
鈴
木
裕
司
　実
加
：
上
小
松
）

町報かわにし　2平成３０年 2月１５日

　「地域おこし協力隊」は、平成 21年度の制度開始以降、平成 28年度には全国で約 4,000 人が活動
し、川西町では平成２９年度に県内最多 12名を委嘱しています。今月号では、町で活躍している隊員や、
任期を終えた元隊員を特集し、地域おこし協力隊に迫ります。
　地域おこし協力隊とはなにか、そして、移住者がみなさんの地域に来ることによってどのようなメリッ
トがあるのか、一緒に考えてみましょう。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊（
以
下「
協

力
隊
」）
と
は
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
む
地
方
に
お
い
て
、
地

域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
そ
の
後
の
定
住
・

定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
の
制
度
で
す
。
任
期
は
お
お
む

ね
１
年
以
上
、
最
長
で
３
年
間
と

な
っ
て
い
て
、
任
期
中
は
、
町
か

ら
報
酬
の
ほ
か
、
住
居
や
車
が
貸

し
出
さ
れ
、
活
動
に
係
る
経
費
も

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
協
力
隊

に
係
る
事
業
費
は
、
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
に
よ
り
財
政
支
援
さ
れ

ヨソモノ・ワカモノが町を変える？！

地域おこし協力隊に迫る

全国 うち山形県 うち町（※）
H23年度 413 25 2
H24年度 617 33 5
H25年度 978 44 5
H26年度 1,511 52 6
H27年度 2,625 75 7
H28年度 3,978 106 11
H29年度 ー ー 12

３
年
の
任
期
で
町
お
こ
し

全国の地域おこし協力隊　隊員数の推移（人）

▲地域づくりメンバーの支援活動の一つ、東沢地区ホームページの更新をセンター職員と協力して行う

※年度途中に任期を終えた隊員を含む

町報かわにし　28平成３０年２月１５日

味噌けんちん汁

✿ 材料＜４人分＞
○そばの実　　　　　　　　○ねぎ
○水　　　　　　　　　　　○しめじ
○大根　　　　　　　　　　○厚揚げ
○にんじん　　　　　　　　○だし汁
○ごぼう　　　　　　　　　○味噌

✿ 作り方
①鍋に A を入れ、中火にかける。ふきこぼれないように
　火加減を調整しながら１０分程度煮て湯を切る。水で
　もみ洗いしながらぬめりをとる。
②大根とにんじんは厚さ５ｍｍ程度のいちょう切りにし、
　ごぼうは半月に切る。
③ねぎは輪切りにする。しめじは石づきを取ってほぐす。
④厚揚げは１ｃｍ厚に切り、長さを半分に切る。
⑤鍋にだし汁と②を入れて煮る。野菜に火が通ったら、　
　①と③、④を入れ、ひと煮たちしたらみそを溶き入れる。

みんなで
食 育

１／２カップ
2カップ
８０ｇ
２０ｇ
２０ｇ

おなかに優しく
　よく噛んで食べ物が細かく砕かれ、だ液もた
くさん出ることで、胃や腸での消化を助けます。

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

よく噛んで
　おいしく
　　食べよう

「
ご
飯
に
盃
１
杯
」
試
し
て
み
て

　そ
ば
を
加
工
し
て
「
そ
ば
の
実
」
と
し

て
販
売
し
て
か
ら
10
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　昨
年
６
月
に
あ
る
番
組
で
紹
介
さ
れ
て

か
ら
、
そ
ば
の
実
が
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　盃
１
杯
の
そ
ば
の
実
を
ご
飯
に
入
れ
て

一
緒
に
炊
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。 大河原　弘

ひろし
さん

（朴沢）

　今
月
の
旬
の
食
材
は「
そ
ば
の
実
」で
す
。

「
そ
ば
の
実
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
そ

ば
（
蕎
麦
）
の
実
に
つ
い
て
い
る
黒
色
の

外
皮
「
そ
ば
殻
」
を
と
っ
た
そ
の
ま
ま
の

も
の
で
、
そ
ば
粉
に
な
る
前
の
段
階
の
粒

（
種
子
）
の
状
態
の
も
の
を
言
い
ま
す
。

　「そ
ば
」
と
い
え
ば
、
麺
に
し
て
食
べ

る
の
が
お
馴
染
み
で
す
が
、
実
の
中
心
よ

り
も
外
側
に
行
く
ほ
ど
栄
養
価
が
高
く
な

り
香
り
や
旨
み
成
分
が
多
く
、「
そ
ば
殻
」

を
除
い
た
「
そ
ば
の
実
」
に
は
、
胚
芽
や

胚
乳
部
分
も
含
ま
れ
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ア

ミ
ノ
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
を
中
心
と
す
る

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
が
豊

富
に
含
ま
れ
た
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
し
て

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　野
菜
と
一
緒
に
サ
ラ
ダ
に
す
る
も
よ
し
、

ご
飯
と
一
緒
に
炊
い
て
食
べ
る
の
も
よ
し
、

い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
注
目
を
浴

び
て
い
る
そ
ば
の
実
。
ぜ
ひ
、
か
わ
に
し

森
の
マ
ル
シ
ェ
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
楽

し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

海
外
モ
デ
ル
に
も
大
人
気
の

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０

４０ｇ
４０ｇ
８０ｇ

８００ｍｌ
大さじ１

( 一人分当たり：エネルギー　１１６kcal　 塩分相当量　０．９ｇ )

○
営
業
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
定
休
日
：
毎
週
水
曜
日

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

脳の刺激になる
　よく噛むことが刺激になり、脳
細胞を活発にしてくれます。
　また脳の満腹中枢が働いて、食
べ過ぎを防ぐこともできます。

よりおいしく
　よく噛んで味わうことで、食べ物の味がよく
わかります。
　素材のうま味が感じられると薄味でもおいし
く食べられ、減塩にもつながります。

　よく噛むことが刺激になり、脳

　また脳の満腹中枢が働いて、食
べ過ぎを防ぐこともできます。

｛A
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受
け
入
れ
る
こ
と
で

　
　
　
　
　地
域
活
性
化
に

　受
け
入
れ
る
側
で
あ
る
自
治
体

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
任
期
中
、
さ
ら

に
は
任
期
後
の
定
住
に
結
び
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
柔

軟
な
発
想
で
地
域
振
興
を
担
っ
た

り
、
特
定
の
分
野
で
重
点
的
に
活

動
し
た
り
と
、
行
政
職
員
と
は

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　協
力
隊
員
は
、
３
年
間
国
か
ら

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
地

域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
と
お
し

て
、
地
域
の
実
態
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
地
域
に
ど

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
、
そ

れ
に
対
し
て
自
分
の
ス
キ
ル
を
ど

う
生
か
せ
る
か
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

違
っ
た
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
協
力
隊
が
活
躍
す
る

地
域
に
と
っ
て
も
、
地
域
行
事
の

運
営
に
携
わ
っ
た
り
、
イ
チ
住
民

と
し
て
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
で
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

地域おこし協力隊の定住に向けた町独自のカリキュラム

特集：地域おこし協力隊に迫る！

収
入
源
を
確
保
す
る
道
筋
を
立
て

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
29
年
３
月
末
の
時
点
で
、

国
全
体
で
約
６
割
の
協
力
隊
員
が

任
期
終
了
後
も
同
じ
地
域
に
定
着

し
て
い
ま
す
。
一
方
本
町
で
は
、

受
入
を
開
始
し
た
平
成
23
年
度
か

ら
数
年
は
、
任
期
後
の
定
住
に
結

び
付
か
ず
、
中
に
は
任
期
終
了
前

に
町
を
離
れ
る
隊
員
も
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
に
隊
員
の

活
動
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
、

任
期
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ

う
な
、
本
町
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
設
け
、
協
力
隊
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。（
上
図
）

　具
体
的
に
は
、
最
長
３
年
間
の

任
期
中
、
前
半
は
地
域
か
ら
の
要

請
に
こ
た
え
る
「
派
遣
活
動
」
を

と
お
し
て
地
域
に
馴
染
み
、
自
分

の
活
躍
で
き
る
場
を
探
し
ま
す
。

後
半
は
、
隊
員
の
自
主
性
に
任
せ

る
「
自
主
活
動
」
の
中
で
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
し
、
自
分
の

ス
キ
ル
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

任
期
後
の
定
住
、
起
業
・
就
業
に

向
け
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
後
、
４

名
の
隊
員
が
任
期
後
の
定
住
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

　次
ペ
ー
ジ
で
は
、
隊
員
、
元
隊

員
に
話
を
伺
い
な
が
ら
、
さ
ら
に

協
力
隊
を
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。

任
期
終
了
後
を
見
据
え
た

　町
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　隊
員
が
任
期
終
了
後
も
同
じ
地

域
で
定
住
し
て
い
く
た
め
に
は
、

収
入
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

い
え
ま
す
。
任
期
が
終
わ
れ
ば
一

般
住
民
と
な
り
、
報
酬
も
支
払
わ

れ
ず
、
住
宅
や
車
も
自
身
で
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
３
年
と
い
う
任
期
の
中
で
、

現在 10名の隊員が川西町を盛り上げるために活躍中！

派遣活動
地区交流センター等からの要請
をうけ、町で聞き取り調査をし
たうえで、協力隊を派遣

自主活動
協力隊独自のスキル、関心を元
に企画書を提出し活動、定住に
向けた研修、資格取得など

派遣活動

派遣活動

自主活動

自主活動

【1年目】地域、町民を知る。
　自分のステージを発見する。

【2年目】自分のステージ作り。
　パートナーを見つける。

【3年目】定住、起業・就業に
　向けた準備。



　2
月
1
日
㈭
、
置
賜
農
業
高
校
ア
グ
リ
サ

イ
エ
ン
ス
部
バ
イ
オ
班
の
6
名
が
役
場
を
訪

れ
、
町
内
の
ダ
リ
ア
農
家
さ
ん
と
共
同
で
栽

培
し
た
冬
咲
き
ダ
リ
ア
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　こ
の
ダ
リ
ア
は
、
高
校
生
た
ち
が
作
っ
た

ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
を
、
ダ
リ
ア
農
家
で
あ

る
齋
藤
弘
史
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
お
借
り
し

て
、
齋
藤
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
育
て
た
も
の
で
す
。

　置
賜
農
業
高
校
の
み
な
さ
ん
、
ウ
イ
ル
ス

フ
リ
ー
苗
の
栽
培
技
術
を
確
立
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲「ミッチャン」のアレンジメント

2/１

冬
咲
き
ダ
リ
ア
栽
培
技
術
の
確
立
を

　
　
　
　
　
　
　～
置
賜
農
業
高
校
生
に
よ
る
冬
咲
き
ダ
リ
ア
の
贈
呈
～

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
中
学
生
で
創
っ
た
音
楽
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
山
響
と
み
ん
な
で
創
る
音
楽
会
in
川
西
～

　2
月
3
日
㈯
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

「
山
響
と
み
ん
な
で
創
る
音
楽
会
in
川
西
」

が
開
催
さ
れ
、山
形
交
響
楽
団
の
生
演
奏
と
、

川
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
奏
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

　こ
の
催
し
は
、
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

あ
る
山
形
交
響
楽
団
が
学
生
た
ち
と
合
奏
す

る
機
会
を
設
け
な
が
ら
、
地
域
の
音
楽
普
及

を
目
指
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　音
楽
会
は
、
山
形
交
響
楽
団
に
よ
る
生
演

奏
の
ほ
か
、
会
場
の
方
が
楽
団
の
指
揮
者
を

体
験
し
た
り
、
特
に
川
西
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
生
徒
た
ち
は
、
前
日
に
楽
団
の
メ
ン
バ
ー

に
直
接
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
音
楽
会

で
一
緒
に
演
奏
し
た
り
と
、
忘
れ
ら
れ
な
い

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▲山形交響楽団と川西中学校吹奏楽部による合奏は、来場者から大きな拍手が巻き起こった

2/3

　１
月
27
日
㈯
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

「
原
木
き
の
こ
植
菌
体
験
」
を
開
催
し
、
25

人
の
方
々
が
、
講
師
の
指
導
の
も
と
、
玉
庭

産
の
ナ
ラ
の
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
を
体

験
し
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用

し
た
「
み
ど
り
豊
か
な
森
林
環
境
づ
く
り
推

進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
の

方
に
森
の
恵
み
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
ね
ら
い
に
町
が
実
施
。参
加
者
か
ら
は「
思

っ
て
い
た
よ
り
も
簡
単
に
で
き
た
。
シ
イ
タ

ケ
が
出
て
く
る
の
が
楽
し
み
」
と
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲シイタケが食べられるのを楽しみに

1/27

シ
イ
タ
ケ
が
出
る
の
を
楽
し
み
に
夢
中
で
植
菌

～
原
木
き
の
こ
植
菌
体
験
～

▲来場者が実際に指揮者を体験する場面も
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地
域
づ
く
り
を

　
　
　
　現
場
で
学
び
た
い

　私
は
、
も
と
も
と
大
学
で
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
を
学
ん
で

い
て
、
川
西
町
に
来
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
第
一
印
象
は
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
若
い
人
た

ち
が
多
く
、「
若
い
人
が
と
て
も

元
気
で
楽
し
そ
う
な
町
」
で
し
た
。

　そ
の
後
、
何
度
か
足
を
運
ぶ
に

つ
れ
、
と
て
も
魅
力
的
な
町
だ
と

思
い
、「
こ
こ
で
地
域
づ
く
り
の

現
場
に
入
っ
て
学
び
た
い
」
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

で
生
活
し
て
い
る
話
題
の
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
そ
の
方
々

を
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
自
主
活
動
と
し
て
、
県

外
の
産
直
市
へ
の
出
店
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。
宮
城
県
石
巻
市
に
行

き
、
川
西
町
の
農
産
物
を
販
売
し
、

物
販
の
手
法
や
、
県
外
の
方
々
に

対
す
る
川
西
町
の
認
知
度
調
査
、

ま
た
直
販
を
と
お
し
て
の
売
り

手
（
生
産
者
）
と
買
い
手
（
消
費

者
）
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
を

体
感
し
て
き
ま
し
た
。
直
接
お
客

様
と
や
り
取
り
す
る
こ
と
で
感
じ

る
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
大

き
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
こ
の
取

り
組
み
を
と
お
し
て
県
外
の
方
と

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
の
で
、

こ
の
繋
が
り
を
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町のみなさんはフレンドリー。
そんな方々が集まれる場づくりをしたい

齋藤　尚
なお
さん

（福島県出身　上小松在住）

で
き
る
よ
う
な
場
が
作
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　き
っ
か
け
は
、
活
動
と
し
て
携

わ
っ
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。
参

加
者
の
多
く
が
、
こ
の
教
室
で
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
を
習
う
の
は
も
ち

ろ
ん
、
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
の
が

楽
し
い
よ
う
で
「
み
ん
な
で
集
ま

れ
る
の
が
楽
し
み
」
と
言
い
う
方

が
大
勢
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

参
加
者
と
の
ふ
れ
合
い
の
中
で
、

生
き
が
い
づ
く
り
や
、
集
ま
れ
る

る
場
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。　私

も
そ
う
で
す
が
、「
い
つ
も

の
メ
ン
バ
ー
」
で
集
ま
れ
る
の
は

な
ん
だ
か
ほ
っ
と
す
る
と
思
う
の

で
、
そ
ん
な
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
活
動
し
て
い
て

若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
の
方
と

な
か
な
か
接
す
る
機
会
が
な
い
の

で
、
そ
う
い
っ
た
方
と
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
で
す
。

町おこしに取り組む
10人の協力隊たち

　川
西
町
で
活
動
し
て
い
る
協
力
隊
が
、
ど
う
し
て
川
西
町
を
活
動
の
場

所
に
選
ん
だ
の
か
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
の
か
。
ま
も
な

く
２
年
目
を
迎
え
る
齋
藤
尚
隊
員
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
制
度
を
紹
介
さ
れ
、

「
協
力
隊
と
し
て
川
西
町
で
地
域

づ
く
り
を
学
び
た
い
」
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　川
西
町
で
協
力
隊
と
し
て
１
年

活
動
し
た
わ
け
で
す
が
、
今
年
度

は
主
に
玉
庭
地
区
、
東
沢
地
区
、

小
松
地
区
で
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
玉
庭
地
区
で
は
、
高
齢
者

向
け
の
サ
ロ
ン
開
催
と
高
齢
者
宅

の
見
回
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東

沢
地
区
で
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
か
ら
紹
介
を
受
け
、
東
沢
地
区

「
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
」
が

　
　
　
　集
ま
れ
る
場
所
を

　私
は
、協
力
隊
の
任
期
中
に「
み

ん
な
が
集
ま
れ
る
場
づ
く
り
」
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

共
通
の
趣
味
を
も
つ
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
ワ
イ
ワ
イ
活
動

▶任　　期：平成 29年 4月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：高齢者支援・情報発信

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
を
受
賞

～
平
成
29
年
度
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
～

▲左から
　安部美知子さん、加藤弘子さん、近野ユキ子さん
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　1
月
11
日
㈭
、「
平
成
29
年
度
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
た
町
民
生
委
員
の
加
藤
弘
子
さ
ん
（
上

小
松
）、
安
部
美
知
子
さ
ん
（
下
小
松
）
及

び
主
任
児
童
委
員
の
近
野
ユ
キ
子
さ
ん
（
吉

田
）
が
、受
賞
の
報
告
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
さ
れ
た
３
名
は
、
こ
れ
ま
で
４
期
12

年
と
い
う
多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域
住
民
の
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ

り
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

う
め
や
様
か
ら
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

～
寒
だ
ら
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
～

▲渡部社長（写真右）と鈴木店長（写真左）

１/24

　1
月
24
日
㈬
、
株
式
会
社
う
め
や
代
表
取

締
役
社
長
の
渡
部
俊
二
さ
ん
と
川
西
店
店
長

の
鈴
木
裕
司
さ
ん
が
来
庁
さ
れ
、
1
月
21
日

㈰
に
開
催
さ
れ
た
寒
だ
ら
ま
つ
り
で
の
収
益

と
、
う
め
や
様
か
ら
の
寄
付
金
あ
わ
せ
て
5

万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　株
式
会
社
う
め
や
様
は
、
毎
年
寒
だ
ら
ま

つ
り
を
開
催
し
て
い
て
、
ど
ん
が
ら
汁
を
一

杯
３
０
０
円
で
販
売
し
た
収
益
を
寄
付
金
と

し
て
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
株
式
会

社
う
め
や
の
み
な
さ
ん
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

力
を
合
わ
せ
て
合
格
を
勝
ち
取
れ
！

～
川
西
中
３
年
生
に
合
格
祈
願
の
鉛
筆
を
寄
贈
～

　1
月
24
日
㈬
、
川
西
中
学
校
で
受
験
激
励

会
が
開
催
さ
れ
、N
E
X
T
か
わ
に
し
（
会

長
：
曽
根
原
良
一
さ
ん
）
か
ら
、
合
格
祈
願

の
五
角
形
鉛
筆
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
鉛
筆
は
、「
受
験
生
の
気
持
ち
の
支

え
に
な
れ
ば
」
と
の
想
い
か
ら
、（
株
）
三

菱
鉛
筆
山
形
工
場
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
合

格
に
か
け
た
五
角
形
鉛
筆
を
紅
白
3
本
セ
ッ

ト
に
し
、
1
月
1
日
午
前
1
時
に
諏
訪
神
社

に
て
ご
祈
祷
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　受
験
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
努
力

と
仲
間
と
の
絆
を
信
じ
て
、
受
験
に
立
ち
向

か
っ
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
ば
れ
！

▲「心願成就」の封筒に入った五
ごうかく
角形鉛筆

１/24

有
限
会
社
山
形
川
西
産
直
セ
ン
タ
ー
が

　
　
山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
を
受
賞
！

　1
月
25
日
㈭
、
有
限
会
社
山
形
川
西
産
直

セ
ン
タ
ー
（
代
表
取
締
役：平
田
勝
越
さ
ん
）

が
、
地
域
の
環
境
を
生
か
し
優
れ
た
経
営
等

を
実
践
し
て
い
る
先
駆
的
な
農
業
者
等
を
表

彰
す
る
「
山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
」
の
受

賞
報
告
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　有
限
会
社
山
形
川
西
産
直
セ
ン
タ
ー
さ
ん

は
、
全
国
規
模
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
金

賞
受
賞
、
和
牛
繁
殖
部
門
で
の
従
業
員
負
担

軽
減
の
取
り
組
み
、
ま
た
、
代
表
の
平
田
さ

ん
が
、
現
在
山
形
県
農
業
法
人
会
の
会
長
を

務
め
、
加
入
48
社
を
牽
引
し
て
い
る
な
ど
の

功
績
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▲（有）山形川西産直センター平田社長
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特集：地域おこし協力隊に迫る！

み
な
さ
ん
の
温
か
さ
は

　
　移
住
者
に
必
要
な
も
の

　川
西
町
に
協
力
隊
と
し
て
赴
任

し
た
当
初
は
、
う
ま
く
な
じ
め
る

か
不
安
で
し
た
が
、
最
初
か
ら
気

に
か
け
て
も
ら
い
、
す
ご
く
優
し

く
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
物
腰
が

柔
ら
か
く
、
柔
軟
性
の
あ
る
方
々

が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
親
世

代
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
多
い
せ

い
か
、
み
な
さ
ん
に
育
て
て
も

ら
っ
て
い
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

移
住
者
の
私
に
と
っ
て
、
こ
の
く

ら
い
溶
け
込
み
や
す
い
の
は
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　一
方
で
、
今
後
も
定
住
し
て
い

く
に
は
、
任
期
後
の
「
仕
事
」
が

不
安
に
感
じ
て
い
ま
す
。
生
活
し

て
い
く
に
は
安
定
し
た
収
入
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
同
じ
く
ら
い
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
近

所
や
同
世
代
と
の
つ
な
が
り
は
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、

み
な
さ
ん
は
と
て
も
温
か
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
の
知
恵
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
先
輩
移
住
者
が

い
る
の
も
心
強
い
で
す
。
私
の
よ

う
な
移
住
者
に
と
っ
て
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
温
か
い
人
柄
は
、
そ
の

地
で
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。

鎌田　寿
ひさし
さん（東京都出身）

▶任　　期：平成 27年 4月～
▶活動地域：玉庭地区
▶活動内容：農業研修生

久保木　崇
たかし
さん（埼玉県出身）

▶任　　期：平成 27年 5月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：ゆるキャラ活動

窪村　郁
いくこ
子さん（米沢市出身）

▶任　　期：平成 27年 5月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：脳若トレーニング

加藤　昇
のぼる
さん（東京都出身）

▶任　　期：平成 28年 4月～
▶活動地域：玉庭地区
▶活動内容：農業研修生

松山　薫
かおる
さん（福島県出身）

▶任　　期：平成 28年 4月～
▶活動地域：小松地区
▶活動内容：農業研修生

松山　緩
ひろこ
子さん（福島県出身）

▶任　　期：平成 28年 4月～
▶活動地域：小松地区
▶活動内容：農業研修生

山内　七
ななみ
海さん（愛知県出身）

▶任　　期：平成 28年 4月～
▶活動地域：遅筆堂文庫
▶活動内容：遅筆堂文庫研究員

大坪　聡
そういちろう
一郎さん（宮崎県出身）

▶任　　期：平成 29年 6月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：各種デザイン

鈴木　篤
あつし
史さん（米沢市出身）

▶任　　期：平成 30年 1月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：高齢者支援

川西町で活躍する１０名の地域おこし協力隊を紹介します！
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

読
書
の
秋
で
す
ね

　あ
あ
あ

　　　　

  

　

第
70
回

　み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

　１
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
鈴
木
篤
史
で

す
。
出
身
は
隣
の
米
沢
市
で
す
。

　昨
年
の
夏
、
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
運
営
に
携

わ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
川
西

町
の
方
々
の
パ
ワ
ー
や
温
か
さ
に
触

れ
、
川
西
町
の
方
々
と
一
緒
に
町
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
！
と
思
っ
た

の
が
応
募
の
き
っ
か
け
で
す
。

　川
西
町
に
引
っ
越
し
て
約
一
か
月

に
な
り
ま
す
が
、
各
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
の
方
々
や
先
輩
隊
員
に
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
と
人
を
覚

え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　体
を
動
か
す
こ
と
や
い
ろ
ん
な
人

と
交
流
す
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

今
後
、
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
川
西
町
の
魅
力
を
発
見
し
、

発
信
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴木　篤
あつし
史 (34)

・山形県米沢市出身
・昭和５８年 7月 5日生まれ

協
力
隊
の
活
動
の
様
子
は

　
　
　
　
　
　
　
　コ
チ
ラ
か
ら
！

　
　
　ちま
る
デ
ザ
イ
ン
室

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況

町報かわにし　6平成３０年 2月１５日

地
方
で
起
業
す
る
た
め
に

　私
が
協
力
隊
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
地
方
の
田

舎
で
起
業
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、

田
舎
暮
ら
し
が
お
も
し
ろ
そ
う
だ

と
い
う
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
場
所

を
考
え
た
時
に
、
米
沢
市
の
大
学

を
卒
業
し
た
こ
と
も
あ
り
、
米
沢

市
の
隣
の
町
で
な
じ
み
が
あ
っ
た

こ
と
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

見
て
、
自
由
に
活
動
で
き
そ
う
だ

と
感
じ
て
、
川
西
町
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　協
力
隊
３
年
目
だ
っ
た
昨
年
は
、

茅か
や
ぶ
き葺

技
術
の
習
得
に
時
間
を
割
き

ま
し
た
。
ま
た
、
林
業
や
里
山
で

の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
玉
庭
地
区
の
里
山
活
動
へ
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
山
菜
採
り
や
き
の
こ
採

り
、
炭
焼
き
、
狩
猟
な
ど
も
行
い

ま
し
た
。

れ
ま
す
し
、
気
に
か
け
て
も
ら
え

て
い
る
の
は
移
住
者
の
私
に
と
っ

て
と
て
も
あ
り
が
た
い
事
で
す
。

そ
の
よ
う
な
人
柄
の
み
な
さ
ん
と

接
し
て
い
る
う
ち
に
「
任
期
終
了

後
も
定
住
し
よ
う
」
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
茅か

や
ぶ
き葺

の
技
術
を
勉
強
し

て
き
た
の
で
、
茅か

や
ぶ
き葺

の
依
頼
も
増

え
て
き
て
、
そ
の
仕
事
を
通
し
て

の
繋
が
り
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と

も
定
住
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、
協
力
隊
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
ど
の
活
動
も
ま
だ
ま
だ
途

中
の
段
階
で
、
新
た
に
挑
戦
し
た

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
そ
の
挑
戦
を
実
現
で
き

る
環
境
が
川
西
町
に
は
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

活動をとおして挑戦したいことができた。
その挑戦を川西町で実現させたい

柚
ゆのき
木　大

だいすけ
祐さん

（福岡県出身　玉庭在住）

元地域おこし協力隊（地域づくり）
Ｈ２９．１１月から玉庭地区に定住

任
期
後
も
川
西
町
に
住
み
続
け
る

先
輩
隊
員
の
ホ
ン
ネ

　川
西
町
で
は
、
今
ま
で
10
人
が
任
期
を
終
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
定
住
に
結
び
付
い
た
例
は
４
名
で
、
う
ち
３
名
が
今
年
度
任
期
を
終
え

た
人
た
ち
で
す
。

　そ
の
一
人
で
あ
る
柚
木
大
祐
さ
ん
に
、
な
ぜ
玉
庭
地
区
に
定
住
す
る
こ

と
を
選
ん
だ
の
か
、
そ
の
理
由
を
伺
い
ま
し
た
。

定
住
の
き
っ
か
け
は

　「繋
が
り
」
と
「
可
能
性
」

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
て
き
て
、
思
っ
た
以

上
に
町
の
み
な
さ
ん
と
の
繋
が
り

が
で
き
ま
し
た
。
町
の
み
な
さ
ん

は
、
適
度
な
距
離
感
で
接
し
て
く

茅
かやぶき
葺や里山活動をとおし、さまざまなスキルを身に付けた柚木さん

町報かわにし　24平成３０年２月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●３月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

● 3 月のおはなし会　おはなしのへや
　3月 10日㈯　午前 11時～ 11時 30分
　おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

こどもの本

おとなの本
『大獄　西郷青嵐賦』

　　　　　　　葉室麟著　文藝春秋刊

『世界を救うパンの缶詰』　
　　　　　　菅聖子・文　やましたこうへい・絵　ほるぷ出版刊

　数多くの歴史小説を描いた葉室
麟氏。昨年12月にたくさんのファ
ンに惜しまれながら亡くなられま
した。歴史小説に人生を賭した葉
室氏。日本と薩摩の未来に身命を
賭した西郷隆盛。葉室氏を偲びつ
つお楽しみください。

　災害時の非常食といえば乾パンが有
名ですが、実は長期保存ができるやわら
かくておいしいパンの缶詰もあります。
この本では震災をきっかけにパンの缶
詰を産んだ秋元さんが被災地へ、そし
て飢餓で悩む国へパンを届けるまでの
努力と挑戦の物語です。

●遅筆堂文庫読書会
　３月４日㈰　午後 2時～

●井上ひさし展示室　【企画展】
　「吉里吉里忌＜生活者大学校 2018＞」で
　憲法を考える

●編集講座「綴り方教室」
　３月３日㈯　午後１時３０分～　
　聴講のみも可能。受講料 1000円。

春待ち音楽祭２０１８

　さまざまなジャンルの音楽家が集う、入場無料の演
奏会です。
　同時開催の春待ち市とあわせて、春を待つ暖かな日
をプラザでお過ごしください。

2 月 24 日㈯・25 日㈰ 午前 10 時～

プラザ子ども演劇祭
３月１1 日㈰　午後２時開演

【出演団体】
○よねざわ市民ミュージカル　伝国座
○小国町子ども落語教室
○川西町フレンドリープラザ附属子ども演劇教室

　プラザ附属演劇学校
シニアコース６期生修了公演

３月１８日㈰　午後２時開演

子ども演劇教室・シニア演劇コース
平成３０年度受講生募集中 !

　来年度の各コース受講生を募集しています。
　詳細はプラザのホームページをご覧ください。

　プラザ附属演劇学校シニアコースの 1年間の成果
を披露します。コントあり、個人発表あり、頑張るシ
ニアの仲間たちがみなさんに元気をお届けします。

　置賜各地から文化活動に励
む子供たちが集まります。
ミュージカル・落語・演劇に
一生懸命取り組む子どもたち
の姿をぜひご覧ください。

入
場
無
料
！

入
場
無
料
！
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ヨ
ソ
モ
ノ
・
ワ
カ
モ
ノ
の

　
　
　
　
　定
住
に
向
け
て

　今
回
、
協
力
隊
の
み
な
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

任
期
終
了
後
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
や
支
え

が
、
定
住
し
て
い
く
た
め
に
は
必

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　任
期
中
は
も
ち
ろ
ん
、
任
期
後

定
住
に
結
び
付
い
た
方
々
も
、
見

ず
知
ら
ず
の
土
地
に
移
り
住
み
、

見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
の
中
で
暮

ら
し
て
い
く
に
は
相
当
な
覚
悟
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
ヨ

ソ
モ
ノ
・
ワ
カ
モ
ノ
た
ち
が
定
住

し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し
た

収
入
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
川
西

町
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
と
の
友

好
な
関
係
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
仕
事
や
生
活
で
の

悩
み
、
雪
国
で
暮
ら
す
知
恵
な
ど
、

ふ
と
し
た
時
に
頼
れ
る
の
は
身
近

な
み
な
さ
ん
で
す
。

　今
後
、
町
で
協
力
隊
を
見
掛
け

た
ら
「
な
に
し
っ
た
ん
や
～
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一

言
の
積
み
重
ね
が
、
ヨ
ソ
モ
ノ
・

ワ
カ
モ
ノ
の
定
住
に
繋
が
り
、
ま

す
ま
す
活
力
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
。

特集：地域おこし協力隊に迫る！

ヨ
ソ
モ
ノ
・
ワ
カ
モ
ノ
を
受
け
入
れ
た
そ
の
先
に

地
域
住
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト

　協
力
隊
の
任
期
が
終
わ
っ
た
柚
木
さ
ん
が
、
定
住
の
地
に
選
ん
だ
玉
庭
地
区
。
地
区
で
は
、
柚
木
さ
ん
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
、
受
け
入
れ
た
こ
と
で
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
玉
庭
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の

吉
村
徹
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

地
区
と
し
て
も
う
れ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　移
住
者

　柚
木
さ
ん
は
、
玉
庭
地
区
の
資

源
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で
あ
る

里
山
再
生
事
業
や
N
P
O
法
人

い
こ
い
の
里
で
の
行
事
、
川
崎
市

民
祭
り
、
ヤ
ハ
ハ
エ
ロ
事
業
な
ど
、

玉
庭
地
区
で
開
催
し
て
い
る
多
く

の
行
事
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
住
ん
で
い
る
自

治
会
の
集
ま
り
に
も
積
極
的
に
参

加
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
地
域
の

方
々
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　自
治
会
に
加
入
し
、
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
に
参
加
し
て
く
れ
て

い
る
の
は
、
玉
庭
地
区
の
住
民
と

し
て
あ
り
が
た
い
で
す
し
、
周
り

の
人
に
も
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

物
静
か
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
物

事
を
考
え
て
い
る
柚
木
さ
ん
に
は
、

で
き
れ
ば
こ
の
ま
ま
定
住
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す

▲地域の事業に参加し交流を（川崎市民まつり）

移
住
者
の
視
点
、
提
案
を

　
　
　
　
　新
た
な
産
業
の
ヒ
ン
ト
に玉庭地区交流センター長

　吉村　徹
とおる
さん（玉庭）

新
し
い
視
点
で
玉
庭
の

　
　魅
力
を
教
え
て
く
れ
る

　玉
庭
地
区
は
今
ま
で
15
人
ほ
ど

移
住
者
が
い
て
、
地
域
で
支
え
合

い
な
が
ら
定
住
に
結
び
付
い
て
い

ま
す
。
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
人
口
が
増
え
て
に
ぎ
や
か

に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
に

と
っ
て
も
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
都

会
の
視
点
で
玉
庭
地
区
を
見
つ
め

な
お
し
、
新
し
い
こ
と
を
提
案
し

し
、
玉
庭
地
区
と
し
て
も
で
き
る

限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　一
番
は
収
入
の
面
で
、
例
え
ば

冬
期
間
の
雪
下
ろ
し
や
里
山
の
管

理
、
農
作
業
の
人
足
な
ど
、
地
区

と
し
て
人
手
が
足
り
て
な
い
と
こ

ろ
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
少
し
で

も
収
入
に
結
び
付
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
１
３

て
く
れ
る
の
で
、
玉
庭
の
良
さ
を

再
認
識
す
る
と
同
時
に
、
新
し
い

提
案
が
新
た
な
産
業
に
発
展
す
る

可
能
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。
移
住

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
住
ん

で
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
で
す
。
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▼
応
募
方
法
：

〇
希
望
者
は
、お
電
話
く
だ
さ
い
。

　申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

〇
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
　

　し
、
小
論
文
（
応
募
の
動
機
、

　字
数
制
限
な
し
）
と
と
も
に
送

　っ
て
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
や
ま
が
た
被
害
者
支

　援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
４
２
ー
３
５
７
１

自
衛
官
等
募
集

【
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
、
　

　薬
剤
科
）】

▼
応
募
資
格
：

　（平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

○
一
般
：
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

　男
性

※
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は
大

　卒
（
見
込
含
）

※
修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）

　は
28
歳
未
満
の
方

○
歯
科：専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

　20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

○
薬
剤
科
：
専
門
の
大
卒
（
見
込

　含
）
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
間
：
３
月
１
日
㈭
～

　５
月
１
日
㈫

▼
試
験
日
：
５
月
12
日
㈯
・

　13
日
㈰

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般・技
能
）】

▼
応
募
資
格
：

　（平
成
30
年
７
月
１
日
現
在
）

○
一
般
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

　方
○
技
能
：
18
歳
以
上
で
国
家
資
格

　を
有
す
る
方

▼
受
付
期
間
：
４
月
６
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日
：
４
月
14
日
㈯
～

　18
日
㈬
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
23
ー
０
０
１
１

自
動
車
の
車
検
・
登
録

手
続
き
は
お
早
め
に

　例
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検

査
や
登
録
手
続
き
が
集
中
し
、
窓

口
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

　車
検
や
、
名
義
変
更
、
抹
消
登

録
な
ど
の
手
続
き
は
お
早
め
に
お

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

２・３月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

3月12日㈪・26日㈪
午前９時～午後４時 30 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 ３月７日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

弁護士
消費生活相談

３月１４日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

行政相談 ３月２１日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

３月

期　間 当番店（社） 電話番号

２月12日～18日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

2 月19日～25日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

2 月26日～3 月4日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

3 月5日～１1日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

3 月12日～18日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
必

要
な
書
類
は
、
山
形
運
輸
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
形
運
輸
局
　☎

０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
１
３

電
力
会
社
を
装
っ
た

　

窃
盗
事
件
に
注
意

　電
力
会
社
を
装
っ
た
窃
盗
事
件

が
近
県
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
電

気
配
線
の
調
査
や
点
検
な
ど
の
名

目
で
家
に
上
が
り
込
み
、
目
を
離

し
た
す
き
に
金
品
等
を
盗
む
悪
質

な
手
口
で
す
。

　少
し
で
も
不
審
な
点
が
あ
る
場

合
は
、
従
業
員
証
な
ど
の
身
分
を

証
明
す
る
も
の
の
提
示
を
求
め
て

く
だ
さ
い
。

問
米
沢
警
察
署
　刑
事
第
一
課

☎
26
ー
０
１
１
０

問
町
住
民
生
活
課
生
活
環
境
グ
ル

　ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
６

お
知
ら
せ

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況

成
人
式
か
ら
10
年
が
経
ち

　今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
２
分
の
３
成
人
式
。
20
歳
の
成

人
式
か
ら
10
年
が
経
っ
た
、
昭
和

61
年
４
月
２
日
～
昭
和
62
年
４
月

１
日
生
ま
れ
２
４
４
名
を
対
象
に

①
同
級
生
同
士
の
繋
が
り
、
出
会

　い
や
交
流
作
り

②
30
歳
の
視
点
で
「
故
郷
の
地
域

　活
性
化
」
を
深
く
考
え
て
も
ら

　う
こ
と
で
、「
Ｕ
タ
ー
ン
及
び

　定
住
へ
の
意
識
作
り
」

③
町
の
魅
力
や
良
さ
を
発
見
し
、

　再
認
識
す
る
「
か
わ
に
し
フ
ァ

　ン
の
拡
大
」

を
目
的
に
実
施
し
、
77
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　１月６日㈯「２分の３成人式」が浴浴センターまどかで開催され、昭和 61年４月２日～昭和 62年４月
１日生まれのみそじんたち 77名が再会を懐かしみながら、これからの新たな決意を胸にしました。
　開催にあたり、対象者の中から組織された実行委員のみなさんが準備を行い、式典・懇親会ともに和やか
な雰囲気の中、笑顔あふれる１日となりました。

２分の３成人式　ふるさとで盛大に開催
　～30歳。川西町を見つめなおすきっかけに～

若
者
た
ち
の
想
い
を
形
に

　今
年
度
の
式
典
も
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
対
象
者
の
中
か
ら
実

行
委
員
を
組
織
し
て
、
企
画
か
ら

当
日
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
企
画
段
階
で
は
、
初

開
催
だ
っ
た
昨
年
度
の
実
行
委
員

の
方
々
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き

な
が
ら
「
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ

う
に
」
と
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
当
日

の
式
典
も
、
懇
親
会
も
終
始
笑
顔

の
絶
え
な
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
１
日
で
し
た
。

　ま
た
、
恩
師
で
あ
る
加
藤
孝
浩

先
生
（
当
時
１
中
）、
半
田
俊
一

先
生
（
当
時
１
中
）、
横
山
照
彦

先
生
（
当
時
２
中
）、
後
藤
亜
矢

子
先
生
（
当
時
玉
庭
中
）
に
も
式

典
、
懇
親
会
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
た
ち
は
、
立
派

な
大
人
に
な
っ
た
教
え
子
た
ち
に

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。
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グ
リ
ー
フ
ケ
ア
講
演
会

▼
日
時
：
３
月
15
日
㈭
　

　午
後
2
時
～
3
時
30
分

▼
会
場
：
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
　

　３
階
視
聴
覚
室

▼
対
象
者
：
大
切
な
人
を
亡
く
さ

　れ
た
方
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
関

　心
が
あ
る
方
ど
な
た
で
も

▼
定
員：１
３
０
名
（
参
加
無
料
）

▼
申
込
：
3
月
7
日
㈬
締
切
（
定

　員
に
な
り
次
第
終
了
）

▼
内
容
：

○
講
演

　「死
別
の
悲
し
み
と
共

　に
生
き
る
～
悲
嘆
に
寄
り
添
う

　グ
リ
ー
フ
ケ
ア
～
」

○
講
師

　

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所

　副
所
長

　伊
藤
高
章

　氏

▼
申
込
み
・
問
県
精
神
保
健
福
祉

　セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
３
ー
６
７
４
ー
０
１
３
９

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用

拡
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　地
域
の
重
要
な
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用

促
進
の
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
：
年
３
月
17
日
㈯

　午
後
3
時
～

▼
会
場
：
道
の
駅
川
の
み
な
と
長

　井
　展
示
ス
ペ
ー
ス

▼
内
容
：

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
テ
ー
マ
】

　「沿
線
住
民
が
フ
ラ
ワ
ー
長
井

　線
を
利
用
す
る
た
め
に
は
」

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　

　沿
線
２
市
２
町
の
利
用
者
代
表

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】

　

○
長
井
市
長

　内
谷

　重
治
氏

○
山
形
鉄
道
株
式
会
社

　代
表

　取
締
役
社
長

　中
井

　晃
氏

▼
そ
の
他
：
参
加
費
無
料
、
事
前

　申
込
不
要
で
す
。

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
、
ア
ン
ケ

　ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
方

　に
は
「
山
鉄
鉄
道
グ
ッ
ズ
」
を

　プ
レ
ゼ
ン
ト
！

問
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協

　議
会
事
務
局
（
長
井
市
地
域
づ

　く
り
推
進
課
）

☎
０
２
３
８
ー
87
ー
０
８
１
７

小
松
幼
稚
園
児
童
セ
ン

タ
ー
竣
工
記
念
行
事

　認
定
こ
ど
も
園
小
松
幼
稚
園
児

童
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
記
念
し
、

あ
の
「
魔
女
の
宅
急
便
」
の
原
作

者
、角
野
先
生
を
お
迎
え
し
ま
す
。

参
加
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。
ど

な
た
で
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
：
3
月
3
日
㈯
　

　午
前
10
時
10
分
～

▼
会
場
：
小
松
幼
稚
園
児
童
セ
ン

　タ
ー

▼
講
師
：「
魔
女
の
宅
急
便
」

　原
作
者
、
童
話
作
家

　
　
　
　
　
　
　角
野
栄
子
先
生

問
認
定
こ
ど
も
園
小
松
幼
稚
園

☎
42
ー
２
４
３
６

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と

　

相
談
会
in
米
沢

▼
期
日
：
3
月
5
日
㈪

▼
内
容
：

○
午
前
11
時
00
分
～

　セ
ミ
ナ
ー

　「面
接
に
向
け
て
自
分
自
身
の

　こ
と
を
話
し
て
み
よ
う
！
」

※
要
事
前
申
込
・
定
員
5
名

○
正
午
～
午
後
2
時

　個
別
相
談
会

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
可
。

▼
会
場
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

▼
対
象
：
就
職
を
考
え
て
い
る
子

　育
て
中
の
女
性 

※
受
講
中
や
相
談
中
は
同
室
で
保

　育
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お

　預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

　

　山
形 

☎
０
２
３
ー
６
６
５
ー
５
９
１
５

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

一
人
で
悩
み
を
抱
え
な
い
で
、
ま

ず
は
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

○
電
話
番
号

☎
０お

こ
な
お
う

５
７
０
ー
０ま

も
ろ
う
よ

６
４
ー
５こ

こ

ろ
５
６

※
P
H
S
電
話
、
I
P
電
話
、

　プ
リ
ペ
イ
ド
式
携
帯
電
話
、
列

　車
公
衆
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

　ま
せ
ん
。

※
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
も

　相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
７
０
６
０

▼
受
付
期
間
：
３
月
１
日
㈭
～
７

　日
㈬

　午
前
９
時
～
午
後
5
時

▼
期
間
以
外
の
相
談
受
付
：

　平
日
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

　１
時
～
５
時
（
祝
祭
日
年
末
年

　始
を
除
く
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
：

　電
話
相
談
や
来
所
相
談
が
困
難

　な
方
を
対
象
と
し
た
相
談
で

す
。
詳
し
く
は
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
精
神

　
　
　
　
　保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
７
４
ー
０
１
３
９

催

　
　
し

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
3
月
15
日
㈭
　

　午
後
1
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
5
階

　5
0
3
会
議
室

▼
定
員：3
名
（
1
人
40
分
程
度
）

▼
申
込
・
問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜

　事
務
所

☎
24
ー
２
３
３
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
被
害
者

支
援
活
動
員
の
募
集

　（公
社
）
や
ま
が
た
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
犯
罪
や
事
故

等
の
被
害
者
と
そ
の
ご
家
族
の
悩

み
の
軽
減
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
更

な
る
充
実
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
活
動
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
人
員
：
25
歳
以
上
の
心
身
と
も

　に
健
康
な
方
10
名

▼
業
務
内
容
：

○
電
話
相
談

　月
２
回
程
度
の
電
話
相
談

○
直
接
支
援

　裁
判
、
病
院
へ
の
付
添
な
ど

※
医
療
・
教
育
・
福
祉
・
司
法
分

　野
で
の
経
験
あ
る
方
歓
迎

▼
募
集
期
間
：
３
月
１
日
㈭
～

　４
月
15
日
㈰

募

　
集

相

　
談

出身中学校 氏　　名 備　　考

第 1中

奥村　稔彦 副実行委員長
芳村　碧 旧姓：鈴木
平間　和也
小関　孝大
河内　照美
大沼　建
佐藤　真奈美 旧姓：遠藤

第 2中

遠藤　香
遠藤　礼基
淀野　拓也
原田　佑美 旧姓：髙橋
若林　英祐 実行委員長
中川　未興

玉庭中
小林　恵二 旧姓：貝沼
中川　秀人 副実行委員長

2 分の 3成人式実行委員名簿（敬称略）

若
者
が
住
み
続
け
た
い
町
に

　式
典
で
実
施
し
た
「
30
歳
の
主

張
」
で
は
、「
川
西
町
は
子
育
て

し
や
す
い
町
だ
」
や
「
町
外
に
住

ん
で
改
め
て
川
西
町
の
良
さ
が
分

か
っ
た
」
な
ど
と
と
い
っ
た
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　一
方
で
、
平
成
26
年
度
の
デ
ー

タ
で
は
、
20
歳
代
の
転
入
・
転
出

者
数
が
57
名
の
転
出
超
過
で
あ
る

な
ど
、
若
い
世
代
が
い
か
に
「
川

西
町
に
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え

る
よ
う
な
町
に
す
る
か
が
課
題
と

い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
町
民
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
回
出
席
さ
れ
た
方
々
に
と
っ

て
、
こ
の
式
典
が
「
川
西
町
に
つ

い
て
考
え
る
」
き
っ
か
け
に
な
り
、

町
内
、
町
外
の
方
も
「
も
っ
と
い

い
町
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
考
え

を
持
ち
、
今
ま
で
以
上
に
自
分
の

故
郷
の
事
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
川
西
町
を
引
っ

張
っ
て
い
く
み
な
さ
ん
。
一
緒
に

い
い
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平成３０年２月１５日



公
立
置
賜
総
合
病
院
川
西
診
療
所

　
　
　
　
　塚
本

　東と
う
め
い明

　医
師

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
７
回
　Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
っ
て
何
？

は
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
家
族
に
喫
煙
者
が
い
た
り
、
分
煙

さ
れ
て
い
な
い
職
場
で
仕
事
を
し
て
い
る

人
な
ど
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
く
て
も
喫

煙
者
と
同
等
の
有
害
物
質
を
吸
い
込
ん
で

C
O
P
D
に
か
か
る
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。　C

O
P
D
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
が
多
く
、
ゆ
っ
く
り

と
進
行
し
て
、
次
第
に
重
症
化
し
ま
す
。

診
断
は「
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
検
査（
※
）」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
い

続
け
て
い
る
方
、
吸
っ
た
こ
と
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

C
O
P
D
の
予
防
は
禁
煙
で
す
。
家
族

に
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
い
る
場
合
は
、
喫

煙
の
有
害
性
を
話
し
合
っ
て
、
禁
煙
を
す

す
め
ま
し
ょ
う
。
禁
煙
し
た
く
て
も
な
か

な
か
で
き
な
い
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

「
も
し
も
」
の
時
に
備
え
て

～
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
～

　
「
C
O
P
D
」
は
慢ま

ん
せ
い
へ
い
そ
く
せ
い
は
い
し
っ
か
ん

性
閉
塞
性
肺
疾
患

の
英
語
表
記
の
略
で
す
。
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
日
本
で
の
患
者
数
は

5
3
0
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
世
界
で
の
死
亡
原
因
の
第

4
位
で
、
肺
が
ん
死
亡
数
よ
り
多
い
で

す
。
し
か
し
、
治
療
を
受
け
て
い
る
の
は

そ
の
5
%
未
満
で
、
多
く
の
患
者
さ
ん

は
自
分
の
病
気
に
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

　C
O
P
D
は
タ
バ
コ
な
ど
の
有
害
な

空
気
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
、
気
管
支

や
肺
な
ど
に
障
害
が
お
き
て
起
こ
る
病

気
で
す
。
咳
や
痰
、
息
切
れ
が
主
な
症

状
で
す
。
最
大
の
原
因
は
喫
煙
で
、
患

者
の
90
％
以
上
は
喫
煙
者
で
す
。
タ
バ

コ
を
吸
わ
な
い
人
で
も
4・7
％
の
人

が
C
O
P
D
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

め
る
こ
と
で
、
人
生
の
終
え
方
に
対

す
る
意
志
や
想
い
が
は
っ
き
り
み
え
、

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
、
や
る
べ
き

こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
よ
り
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　書
き
込
む
ノ
ー
ト
は
気
に
入
っ
た

市
販
の
も
の
を
購
入
し
て
も
、
大
学

ノ
ー
ト
に
自
由
に
書
い
て
も
十
分
で

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

　エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
詳
し
い

内
容
や
、
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
今
後
の
希

望
や
、
大
切
な
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は
、
認

知
症
や
突
然
の
病
気
な
ど
万
が
一
に

備
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り

返
り
、
今
後
の
医
療
や
介
護
に
つ
い

て
の
希
望
や
思
い
、
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
切
な
人
に
書
き
記
し
て

お
く
も
の
で
す
。

　気
持
ち
を
整
理
し
な
が
ら
書
き
留

診察日と診療科目
第１診察室 第２診察室

月
総合診療科内科　渋間所長火

水 整形外科山川医師
（第 2・4 週）

木 総合診療科
外科 山田医師

総合診療科
内科 渋間所長

外科
東医師

金 総合診療科
内科　渋間所長

内科（週交替）
・安日医師
・塚本医師

内科
塚本医師
（隔週）

※受付：午前８時３０分～１１時３０分　
　　　　午後１時３０分～３時３０分
※診察：午前９時～正午　午後２時～４時（第３火曜日：往診）
※安日医師の専門：糖尿病などの内分泌科
※塚本医師の専門：呼吸器科

※呼気量と吸気量を測定し、呼吸能力を調べる検査

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況
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⑷ 特別職の給与・議員の報酬の状況（平成２8 年１２月１日現在）

区分
給料月額等 期末手当

平成２8年度 条例 ６月期 １２月期 計

給料
町　長 840,000 円 840,000 円

1.500 月分 1.650 月分 3.15 月分副町長 670,000 円 670,000 円
教育長 585,000 円 585,000 円

報酬
議　長 330,000 円 330,000 円

1.500 月分 1.650 月分 3.15 月分副議長 270,000 円 270,000 円
議　員 255,000 円 255,000 円

⑸ 職員の主な手当の状況
①　期末・勤勉手当

区分 ６月期 １２月期
合　計 役職等による

加算措置平成28年度 前年度（参考）

川西町
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分 2.60 月分 有

（加算率 5～ 15％）
勤　勉 0.8 月分 0.8 月分 1.6 月分 1.6 月分 有

（加算率 5～ 15％）

国
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分 2.60 月分 有

（加算率 5～ 15％）勤　勉 0.8 月分 0.8 月分 1.6 月分 1.6 月分

②　退職手当

区分
支給率 その他の

加算措置
一人当たりの
平均支給額勤続 20年 勤続 25年 勤続 30年 最高限度額

自己都合 20.445 月分 29.145 月分 36.105 月分 49.59 月分
有 1,802 万円

勧奨・定年 25.55625 月分 35.5825 月分 42.4125 月分 49.59 月分
注　一人当たりの平均支給額は、平成２7年度に退職した全職員分の平均額です。

③　時間外勤務手当（一般会計実績）
区分 平成２8年度 平成２7年度（参考）
総支給額 51,173 千円 49,972 千円

一人当たりの
平均支給年額 281千円 270千円

④　ラスパイレス指数
平成２5年度 平成２6年度 平成２7年度 平成２8年度
106.9
（98.7） 100.2 97.5 97.5

注　支給額には、選挙事務に関する
時間外勤務手当は含みません。

注１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
　水準を１００とした場合の地方公務員の給
　与水準を示す指数です。

注 2　括弧内は、給与改定特例法の措置がなかっ
　た場合の「参考値」です。

問合せ先
　町総務課 行政管理グループ☎４２－６６１０

３
月
２
日
㊎
　ひ
な
ま
つ
り
、
身
体
測
定

３
月
20
日
㊋
　お
別
れ
会

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

２
月
19
日
㊊
、
3
月
19
日
㊊
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　美
郷
幼
稚
園

　３
月
１
日
㊍

　

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば
母子健康手帳交付

〈期　　日〉3 月 12 日㈪、26 日㈪
〈受付時間〉午前 8 時３０分～午後５時１５分
〈場　　所〉町健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：2 月２日～ 3 月１日
■ 発送日 ２月２２日㈭
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉3 月 15 日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館

対象者 受付時間
平成 28 年 3 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年 3 月、平成 27 年 9 月
平成 29 年 1 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
９・１０カ月児
健康教室

期日：3 月 14 日㈬
対象：H29.5.1 ～ 6.30 生まれ

1 歳６か月児
健康診査

期日：3 月 16 日㈮
対象：H28.7.1 ～ 8.31 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう★今月のポイント★　　
　かかりつけ薬局のメリットは？
○薬歴 (薬の記録 )や体質を把握・管理してくれる
○薬の飲み合わせ、飲み方のアドバイスが受けられる
○アレルギーや副作用がないか確認できる
　など、自分に合ったアドバイスをうけることができ
　ます。

健康運動の集い
〈期　日〉3 月 19 日㈪ 
　　　午前 10 時～ 11 時 15 分

〈場　所〉生きがい交流館
〈内　容〉ストレッチ体操、玄米ニギニギ体操など
〈対象者〉概ね７４歳までの自立している方
〈講　師〉健康運動サポーター
〈持ち物〉内ズック、飲み物など
〈申　込〉町健康福祉課まで

きらきら親子相談
〈日　時〉
 ① 3 月 6 日㈫　午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分受付
 ② 3 月 20 日㈫ 　午後 2 時～ 3 時受付

〈場　所〉子育て支援センターこあら
〈内　容〉臨床心理士による育児、子育てなどに関
　　　　する相談

〈申　込〉下記期限まで町健康福祉課に電話
　① 2 月 26 日㈪　② 3 月 12 日㈪

未接種の予防接種はありませんか？
３月１日㈭～３月７日㈬は「こども予防接種週間」
　お子さんが未接種の予防接種がありましたら主治医
にご相談の上、早めに受けましょう。
　接種時期や実施医療機関等は町ホームページ等をご
覧いただき不明な点は担当課にお問合せください。
次の方は、今年度中に接種しましょう
○麻しん風しん第２期　
　平成２３年４月２日～平成２４年４月１日生まれ
○ジフテリア破傷風
　平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生まれ
○日本脳炎第２期
　平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ
　平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ
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⑴ 任命の状況
採用（平成２8年４月１日付）

職種別採用状況
行政職 4人
計 4人

⑶ 職員の平均給料月額および平均年齢（平成２8 年４月１日現在）
区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 314,300 円 40歳 9月
技能労務職 352,000 円 47歳 9月

⑶ 級別職員数の状況（平成２8 年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 技能労

務職等 合計
代表的な職務 主事補・主事 主事 主任 主査 主幹 課長

平成２8年度 36人
（20.3%）

20人
（11.3％）

16人
（9.0%）

52人
（29.4％）

40人
（22.6%）

13人
（7.4％） ２5人 ２０2人

注　１　川西町一般職の職員の給与に関する条例及び同条例の施行に関する規則等に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

　　２　（　）の構成比率は、一般行政職（１級～６級）のみの比率です。

⑴ 人件費の状況（平成２8 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口
(平成２8年度末 ) 歳出額Ⓐ 実質収支 人件費Ⓑ 人件費率

（Ⓑ /Ⓐ）
平成２7年度の
人件費率（参考）

15,727人 109億7,772万円 2億2,228万円 １6億4,103万円 　　14.9％ 15.0％
注　人件費には、特別職（常勤・非常勤）に支給される給料、報酬等を含みます。

⑵ 職員給与費の状況（平成２8 年度一般会計決算）

区分 職員数
給与費 一人あたりの

給与費（年額）給料 職員手当 期末 ･勤勉手当 給与費計
平成２8年度 195人 ７億4,188万円 5,904万円 ２億9,259万円 １0億9,351万円 561万円
注　１　職員手当には時間外勤務手当、退職手当および児童手当を含みません。
　　２　本表における職員数は、一般会計に計上された職員数です。

⑵ 部門別職員数（各年４月１日現在）

区分
部門

職員数 対前年
増減数平成28年度 平成27年度

一般行政部門 １３3 １３5 ▲ 2
特別行政部門 48 46 2
公営企業等 ２1 ２0 １
合　　　計 ２０2 ２０1 1

退職（平成２7年度中）
職種別退職状況
行政職 3人
計 3人

注　本表の数値は、一般会計に計上された各職種の平均です。

川西町における人事行政の
　運営等の状況をお知らせします

　町職員の任用、給与、服務や勤務条件など人事行政の運営状況についてお知らせします。
　なお、紙面の都合上抜粋したものを掲載しておりますので、全体は町ホームページ
（http://www.town.kawanishi.yamagta.jp/）をご覧ください。

　　任免及び職員数に関する状況

　　職員の給与の状況
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介
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介

消
防
活
動
報
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デ
マ
ン
ド
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年
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ベ
ン
ト
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報
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募
集

水
質
調
査
結
果
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化
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②
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運
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状
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　次
の
方
は
、
今
年
度
が
予
防
接

種
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
接

種
期
限
が
３
月
31
日
㈯
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。　対

象
の
方
に
は
、
平
成
29
年
４

月
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す

対象年齢 生年月日
65歳 昭和 27年 4月 2日～昭和 28年 4月 1日
70歳 昭和 22年 4月 2日～昭和 23年 4月 1日
75歳 昭和 17年 4月 2日～昭和 18年 4月 1日
80歳 昭和 12年 4月 2日～昭和 13年 4月 1日
85歳 昭和　7年 4月 2日～昭和　8年 4月 1日
90歳 昭和　2年 4月 2日～昭和　3年 4月 1日
95歳 大正 11年 4月 2日～大正 12年 4月 1日
100歳 大正　6年 4月 2日～大正　7年 4月 1日

の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
今
年
度
対
象
者
　

　川
西
町
に
住
所
を
有
し
、
下
表

①
の
生
年
月
日
の
方
か
、
②
の
条

件
を
満
た
す
方
。

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

　受
け
た
方
は
、
対
象
外

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、

　心
臓
じ
ん
臓
呼
吸
器
等
で
身
障

　者
１
級
相
当
の
方
。

問
町
健
康
福
祉
課
　健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
４
０

　町
で
は
、
百
歳
顕
彰
条
例
に
基

づ
き
、
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、

１
月
１
日
現
在
で
数
え
百
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
々
に
顕
彰
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　今
年
数
え
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
次
の
13
名
の
方
々
で
す
。
み

な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

【
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
】

○
橋
本

　す
い
さ
ん
（
上
小
松
）

○
伊
藤
　き
み
よ
さ
ん（
上
小
松
）

○
荘
司
　妙
さ
ん
（
上
小
松
）

▲　野和代さん（左から３番目）とご家族

数
え
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
を
お
祝
い
し
ま
し
た○

山
口
　義
一
さ
ん
（
西
大
塚
）

○
小
松
　光
子
さ
ん
（
西
大
塚
）

○
安
部
　ヨ
ン
さ
ん
（
西
大
塚
）

○
鈴
木
　み
よ
の
さ
ん
（
堀
金
）

○
齋
藤
　義
實
さ
ん
（
堀
金
）

○
髙
橋
　ヨ
シ
さ
ん
（
下
奥
田
）

○
遠
藤
　ふ
く
さ
ん
（
朴
沢
）

○
森
谷

　ふ
さ
さ
ん
（
上
奥
田
）

○
遠
藤

　ナ
ツ
ヱ
さ
ん（
尾
長
島
）

○

　
野

　和
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（そ
よ
風
の
森
）

問
町
健
康
福
祉
課
　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎
42
ー
６
６
３
５

　山
形
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十

字
連
絡
協
議
会
で
は
、
国
際
活
動

の
一
環
と
し
て
書
き
損
じ
は
が
き

の
回
収
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　書
き
損
じ
は
が
き
は
換
金
後
、

文
房
具
の
購
入
に
充
て
ら
れ
、
代

表
生
徒
た
ち
が
発
展
途
上
国
の
教

育
施
設
等
に
直
接
届
け
ま
す
。
年

賀
状
、
通
常
の
は
が
き
を
問
い
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

○
宛
先
不
明
で
返
さ
れ
た
も
の

○
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の

○
宛
先
住
所
や
氏
名
が
黒
く
塗
り

　つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
も
の
（
年
賀

　状
の
み
）

○
受
け
取
っ
た
年
賀
は
が
き

▼
回
収
場
所
　健
康
福
祉
課
窓
口

▼
回
収
期
限
　12
月
25
日
㈫
ま
で

●
利
用
期
限
：
2
月
28
日
㈬

　平
成
29
年
９
月
３
日
㈰
か
ら
発

売
開
始
し
た
川
西
町
商
工
会
発
行

の
「
川
西
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
は
、
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
使
い
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
商
品
券
は
す
で
に
完
売
し
て
い

　ま
す
。

問
町
商
工
会

☎
46
ー
２
０
２
０

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

使
用
期
限
迫
る

書
き
損
じ
は
が
き
を
回
収
し
ま
す

問
町
健
康
福
祉
課

　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎
42
ー
６
６
３
５

問
赤
十
字
山
形
県
支
部

　青
少
年
赤
十
字
担
当
　

☎
０
２
３
ー
６
４
１
ー
１
３
５
３

【表①】

▼
日
時
　２
月
27
日
㈫
　

　午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
場
所
　町
役
場
　第
２
会
議
室

▼
内
容
　専
門
の
相
談
員
が
学
校

　や
就
労
の
相
談
に
、
無
料
で
対

　応
し
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の
相

　談
も
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
優

　先
で
の
対
応
に
な
り
ま
す
の
で
、

　ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
i
t
h
優
　

☎
33
ー
９
１
３
７

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
等

の
相
談
会
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ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

　
　
　って
ど
ん
な
ひ
と
？

　

地
域
づ
く
り
活
動
や
地
区
経
営

母
体
の
運
営
な
ど
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
人

材
で
す
。
受
講
生
た
ち
は
、
年
間

８
回
程
の
講
座
で
、
会
議
の
設

計
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
課
題
解
決
方
法
な
ど
を
学
び
、

必
要
な
講
義
を
全
て
受
講
す
る
こ

と
で「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」

に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
設
し
、
地
域
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
を
育
成
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
64
名
の
マ
イ
ス
タ
ー
が
誕
生
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
前
線

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に
10
名
を
認
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
に

新
た
に
10
名
認
定
さ
れ
ま
し
た

相羽　洋さん
（米沢市）
相羽　洋さん

ど
ん
な
実
践
活
動
に
す
る
か
悩
ん

だ
り
も
し
ま
し
た
が
、
マ
イ
ス

タ
ー
講
座
で
し
か
で
き
な
い
経
験

と
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 齋藤　奏太さん

（吉島）
齋藤　奏太さん

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定

を
受
け
、
今
後
の
川
西
町
を
担
う

一
人
と
し
て
成
長
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
川
西
町
の

た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

宮田　将大さん
（玉庭）

宮田　将大さん

講
座
を
と
お
し
て
多
く
の
人
と
関

わ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
行
き
た
い
で
す
。

大滝　謙介さん
（玉庭）

大滝　謙介さん

実
践
活
動
で
町
内
の
草
木
塔
を
探

し
求
め
て
、
見
つ
け
る
た
び
手
を

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
草
木
塔
め

ぐ
り
は
オ
ス
ス
メ
で
す
。
自
然
に

恩
返
し
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

大嶋　恭平さん
（玉庭）

大嶋　恭平さん

マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
て
、
よ
り
多
く
の

事
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
を
心
に

刻
ん
で
川
西
町
で
生
活
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

渡部　卓哉さん
（中郡）

渡部　卓哉さん

マ
イ
ス
タ
ー
の
活
動
を
と
お
し
て
、

多
く
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
中
郡
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

を
と
お
し
て
多
く
の
方
と
関
わ
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

髙橋　拓海さん
（中郡）

髙橋　拓海さん

川
西
町
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
自

分
の
知
ら
な
い
モ
ノ
、
場
所
を
た

く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
情
報
収
集
、

発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

大河原　綾乃さん
（犬川）

大河原　綾乃さん

町
を
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

１
年
で
し
た
。
川
西
町
に
あ
る
隠

れ
た
魅
力
が
、
町
内
外
の
多
く
の

み
な
さ
ん
に
も
伝
わ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

齋藤　尚さん
（小松）

齋藤　尚さん

講
座
や
実
践
活
動
を
と
お
し
て
、

仲
間
と
何
か
を
や
り
遂
げ
る
こ
と

の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
達
成
感
を
忘
れ
ず
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

大坪　聡一郎さん
（小松）

大坪　聡一郎さん

マ
イ
ス
タ
ー
講
座
を
通
し
て
川
西

町
の
課
題
・
問
題
点
を
把
握
し
、

各
講
義
か
ら
保
守
的
思
考
の
脱
却

と
、
イ
ン
ス
タ
映
え
の
概
念
の
重

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

て
「
川
西
町
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス

タ
ー
に
よ
る
ま
ち
の
未
来
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、

受
講
生
の
み
な
ら
ず
一
般
住
民
の

方
に
も
聴
講
い
た
だ
き
、
若
者
が

地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
参
加
者
全

員
で
共
有
し
ま
し
た
。

 

今
年
度
の
主
な
活
動
内
容

○
実
践
活
動

　「人
材
育
成
・
地
域
教
育
」「
に

ぎ
わ
い
」「
文
化・芸
術
」の
３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
各
分
野
の
課
題

解
決
の
た
め
の
実
践
活
動
を
約
４

か
月
行
い
ま
し
た
。

○
事
業
報
告
・
学
び
の
共
有

　実
践
活
動
の
報
告
の
場
と
し

 

認
定
者
を
紹
介
し
ま
す

まちからのお知らせ
town information

文
化
財
も
の
が
た
り 

～
シ
リ
ー
ズ
⑮
～

　雪
深
い
地
域
で
は
、
冬
の
間
生

活
を
維
持
す
る
た
め
、
使
用
す
る

道
具
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
繊
維

が
強
く
濡
れ
て
も
腐
り
に
く
い

「
わ
ら
」
が
重
宝
さ
れ
、
防
寒
性

に
優
れ
雪
上
で
も
滑
り
に
く
い
と

い
う
特
長
か
ら
履
物
を
作
る
材
料

と
し
て
多
用
さ
れ
ま
し
た
。

　た
と
え
ば
、「
深(

ふ
か)

グ
ツ
」

は
わ
ら
製
の
長
靴
の
よ
う
な
も
の

で
、「
か
ん
じ
き
」
を
併
用
す
る

こ
と
で
３
メ
ー
ト
ル
も
の
深
雪
の

中
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
か
ん
じ
き
の
一
部

こ
れ
ら
の
資
料
は
町
交
流
館
内
埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

わ
ら
製
履
物
と
冬
の
生
活

け
ら
れ
た
縄
紐
を
操
り
、
足
を
高

く
持
ち
上
げ
な
が
ら
雪
を
踏
み
固

め
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
や
小
型
除
雪
機
の
普

及
前
は
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
数
人

一
組
で
雪
踏
み
を
し
、
生
活
の
た

め
の
通
路
を
確
保
し
て
い
ま
し
た
。

　明
治
24
年
生
ま
れ
で
、
玉
庭
出

身
の
教
育
者
・
本
間
喜
一
氏
は
、

愛
知
大
学
学
長
時
代
に
書
い
た
手

紙
の
中
で
「
雪
の
降
っ
た
朝
ハ
早

朝
カ
ン
ジ
キ
で
道
踏
す
る
の
が
、

我
々
子
供
の
朝
食
前
の
任
務
で
し

た
」
と
当
時
の
冬
の
生
活
の
様
子

を
語
っ
て
い
ま
す
。

に
も
わ
ら
紐
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
踏(

ふ)

み
俵

(

だ
わ
ら)

」（
雪
踏

み
俵
や
オ
オ
グ
ツ
、

道
つ
け
深
グ
ツ
と

も
）
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
俵
状
に
編
ま

れ
た
わ
ら
の
中
に
足

を
入
れ
、
胴
部
に
付

●水質調査結果

　山口沢川において生物化学的酸素要求量が参考値を超過しました。この原因としては有機物が分解されず、堆
積していたことが考えられます。今後も継続して測定し、環境保全に努めていきます。
※１）参考値　水産業でも使用できる基準の「生活環境の保全に関する環境基準　河川C類型」

調査項目 単位 山口沢川 萩野堀 天神堀 中小松堀 ※１）参考値
（Ｃ類型）上流 下流 下流 下流 下流

水素イオン濃度（ＰＨ） ー 7.0 7.2 8.4 7.4 7.1 6.5 ～ 8.5
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）mg/l 1.1 10 3.6 0.8 1.2 5 以下
浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 1 10 2 11 5 50 以下
溶存酸素（ＤＯ） mg/l 8.9 6.4 11 9.7 9.1 5 以上
大腸菌群最確数 MPN/

100ml 2,400 18,000 46,000 4,600 11,000 ー

●臭気測定結果
　今回の結果では参考値内となっています。今後も臭気測定を継続して行っていき環境保全に努めていきます。

※ 1）参考値　都市計画法に基づく工業地域並びにその他の地域（Ｃ地域）を参考に基準を設定しました。

調査項目 大規模養豚場 大規模養鶏場 ※１）参考値
Ｃ地域敷地境界① 敷地境界② 敷地境界① 敷地境界②

臭気指数 10未満 10未満 10未満 10未満 19

問町住民生活課　生活環境グループ　☎４２ー６６１８

問町住民生活課　生活環境グループ　☎４２ー６６１８

●ダイオキシン類測定結果
　

　千代田クリーンセンターでは、施設の適正な維持管理の一環として、毎年、ダイオキシン類の大気環境測定を
実施しており、その際、周辺地域の各市町公共施設に測定機器を設置しています。今回の結果では環境基準値内
となっています。

調査項目 単位 吉島地区交流センター 環境基準値
ダイオキシン類毒性当量 pg-TEQ/㎥　20℃ 1気圧 0.0068 0.6 以下

問町住民生活課　生活環境グループ　☎４２ー６６１８
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１. 火災件数は減少も今後も注意が必要　～火災発生状況～　　　　　　　　　　　（単位：件又は人）
火災件数 焼損棟数 死者数 負傷者建物 林野 車両 その他 合計 全焼 半焼 部分焼 ぼや 合計

2市 2町
合計

平成２９年 31 3 6 10 50 18 1 15 9 43 1 12
平成２８年 24 1 4 17 46 11 1 15 11 38 2 8
前年比 7 2 2 △ 7 4 7 0 0 △ 2 5 △ 1 4

うち
川西町

平成 29年 2 0 1 1 4 1 0 1 0 2 0 0
平成 28年 1 0 1 6 8 0 0 0 1 1 2 1
比較 1 0 0 △ 5 △４ 1 ０ 1 △１ １ △ 2 △ 1

平成 29年消防活動状況を報告します
　（平成 29年１月１日～１２月３１日の数値）

　平成 29年消防活動状況を５つの項目に分け数値化し、２市２町（米沢市、南陽市、高畠町、川西町）
と本町のみの合計を平成２８年の数値と比較し、お知らせします。

２. 出動回数は年々増加　～救急出動及び搬送人員状況～　　　　　　　（単位：件又は人）

急病 交通
事故

一般
負傷

労働
災害 加害 自損

行為
運動
競技 火災 水難 その他 合計

2市 2町
合計

平成 29年 出動 4127 449 932 59 8 43 26 41 3 512 6200
搬送 3886 483 879 59 7 20 26 10 1 501 5872

平成 28年 出動 3976 485 907 56 12 51 29 31 2 530 6079
搬送 3736 545 875 55 8 39 31 5 2 518 5814

前年比 出動 151 △ 36 25 3 △ 4 △ 8 △ 3 １０ 1 △ 18 121
搬送 150 △ 62 ４ 4 △ 1 △ 19 △ 5 5 △ 1 △ 17 58

うち
川西町

平成 29年 出動 434 60 113 3 0 5 1 2 0 82 700
搬送 411 66 110 3 0 2 1 0 0 83 676

平成 28年 出動 422 60 94 9 1 10 5 3 1 74 679
搬送 411 68 93 9 1 7 5 0 1 70 665

前年比 出動 12 0 19 △ 6 △ 1 △ 5 △４ △ 1 △ 1 8 21
搬送 0 △ 2 17 △ 6 △ 1 △ 5 △４ 0 △ 1 13 11

３. 救出出動は交通事故が最多　～救助出動状況～　　　　　　　　　（単位：件）

火災 交通
事故 水難 機械 建物等 自然

災害 その他 合計

2市 2町
合計

平成 29年 34 53 4 1 1 1 23 117
平成 28年 20 49 4 2 0 0 15 90
前年比 14 4 0 △ 1 1 1 8 27

うち
川西町

平成 29年 2 13 0 0 0 0 0 15
平成 28年 2 12 1 0 0 0 2 17
前年比 0 １ △1 0 0 0 △ 2 △ 2

４. 危険物漏洩が最多　～その他の災害別出動状況～　　　　（単位：件）
危険物
漏洩

風水害
（溢水含む） 雪害 誤報等 怪煙

偵察 異臭 湓水 その他 合計

2市 2町
合計

平成 29年 108 15 2 15 47 2 69 97 355
平成 28年 79 25 0 12 44 2 25 81 268
前年比 29 △10 2 3 3 0 44 16 87

うち
川西町

平成 29年 9 2 0 2 8 0 0 9 30
平成 28年 １６ 0 0 0 6 0 0 15 37
前年比 △ 7 2 0 2 2 0 0 △ 6 △ 7

５. 通信指令１１９番受信内容状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

火災 救急 救助 他災害 病院
照会

いた
ずら 訓練 その他 テスト 合計

2市 2町
合計

平成 29年 50 5972 83 355 102 27 763 2264 635 10251
平成 28年 46 5876 70 270 89 15 695 2000 665 9726
比較 4 96 13 85 13 12 68 264 △３０ 525

冬場は早めの行動、
安全運転を心がけ、
交通事故を減らそう
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東
沢
小
学
校
、
高
山
小
学
校
の

　
　
　
　閉
校
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す

　平
成
30
年
４
月
の
小
学
校
学
区

再
編
に
よ
り
、
東
沢
小
学
校
、
高

山
小
学
校
が
閉
校
と
な
り
、
東
沢

小
学
校
は
１
１
４
年
、
高
山
小
学

校
は
５
５
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
関
係
者
へ
の
感
謝

の
場
と
し
て
、
閉
校
記
念
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

【
東
沢
小
学
校
】

▼
期
日
　３
月
24
日
㈯

▼
会
場
　東
沢
小
学
校
体
育
館

▼
内
容
及
び
時
間

○
閉
校
記
念
式
典
　午
前
10
時
～

○
閉
校
記
念
碑
除
幕
　

　
　
　
　
　
　午
前
11
時
15
分
～

○
思
い
出
を
語
る
会
　正
午
～

【
高
山
小
学
校
】

▼
期
日
　３
月
25
日
㈰

▼
会
場
　高
山
小
学
校
体
育
館

▼
内
容
及
び
時
間

○
閉
校
記
念
式
典
　

　
　
　
　
　
　午
前
10
時
～

○
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
　

　
　
　
　
　
　午
前
11
時
30
分
～

○
思
い
出
を
語
る
会
　

　
　
　
　
　
　午
後
０
時
10
分
～

問
町
教
育
総
務
課

　教
育
総
務
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
９

問
東
沢
小
学
校

☎
42
ー
２
０
１
２

問
高
山
小
学
校

☎
42
ー
２
６
５
９

▲東沢小学校の在校生

▲高山小学校 6年生

　町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
町
民
に
よ
る
「
川
西

　町
で
は
、
地
域
住
民
と
行
政
が

連
携
し
な
が
ら
計
画
を
推
進
す
る

た
め
、「
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
会
議
」
を
設
置
し
、
計
画

の
評
価
や
進
捗
状
況
の
把
握
、
情

報
・
意
見
交
換
等
に
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　む
ず
か
し
く
考
え
ず
、
男
女
共

同
に
つ
い
て
楽
し
く
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

▼
応
募
資
格
　男
女
共
同
参
画
の

　推
進
に
関
心
の
あ
る
町
内
在
住

　の
20
歳
以
上
の
男
女

▼
募
集
人
員

　若
干
名

▼
任
期
　平
成
30
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２
年
間

▼
活
動
内
容
　会
議
及
び
研
修
会

　へ
の
参
加（
年
２
～
３
回
程
度
）

▼
応
募
締
切
　３
月
12
日
㈪

▼
応
募
方
法
　町
Ｈ
Ｐ
か
ら
応
募

　用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
担

　当
課
あ
て
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
担
当
課
に
も
あ
り

　ま
す
。

▼
結
果
通
知
　３
月
下
旬
頃
に
本

　人
に
通
知
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　委
員
を
募
集
し
ま
す

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
１
３

町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」（
現
委

員
18
名
）
を
設
置
し
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
へ
の
提
言
を
は
じ
め
行
政

施
策
や
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

に
対
す
る
ご
意
見
や
評
価
・
検
証

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
現
在
の
ま
ち
づ
く

り
委
員
の
任
期
が
満
了
を
迎
え
る

た
め
、
新
し
く
委
員
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、
積
極

的
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
　町
内
在
住
で
20
歳

　以
上
の
方

▼
募
集
人
数
　６
名
程
度

▼
任
期
　平
成
30
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２
年
間

▼
応
募
方
法
　所
定
の
応
募
用
紙

　に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

　左
記
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く

　だ
さ
い
。

▼
応
募
用
紙
　応
募
用
紙
や
募
集

　要
項
は
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

　ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
担
当
課

　に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

　３
月
20
日
㈫

川
西
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　委
員
を
募
集
し
ま
す

問
町
未
来
づ
く
り
課
　政
策
調
整

　グ
ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
９
５

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
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運
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町
内
ど
こ
で
も
乗
降
可
能
！
毎
日
運
行
！

　デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通

受
付
は
住
民
生
活
課
で

　ご
利
用
に
は
事
前
に
会
員
登
録

が
必
要
で
す
。「
会
員
登
録
票
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
提

出
す
る
か
、
お
電
話
で
の
申
し
込

み
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
利
用
方
法

　利
用
日
の
１
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話

●
予
約
受
付

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
利
用
日
前
日
は
午
後
４
時
ま
で

予
約
セ
ン
タ
ー
☎
42
―
３
２
８
８

●
運
行
便

　毎
日
９
便
（
午
前
５
、午
後
４
）

▼
午
前
：
７
時
30
分
便
、
８
時
30

　分
便
、
９
時
30
分
便
、
10
時
30

　分
便
、
11
時
30
分
便

▼
午
後
：
１
時
便
、
２
時
便
、

　３
時
便
、
４
時
便

※
運
行
便
の
時
間
は
、
タ
ク
シ
ー

　が
会
社
を
出
発
す
る
時
間
で
す
。

▼
目
的
地
：
町
内
ど
こ
で
も

▼
料

　金
：
一
律
５
０
０
円

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
が

　使
用
で
き
ま
す
。

●
ご
利
用
の
お
願
い

①
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
必

　ず
予
約
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
を

　お
願
い
し
ま
す
。

②
小
学
生
未
満
の
お
子
さ
ん
は
無

　料
で
す
が
付
添
人
が
必
要
で
す
。

　ま
た
、
一
人
で
乗
降
で
き
な
い

　方
の
ご
利
用
に
も
付
添
人
が
必

　要
で
す
（
付
添
人
の
方
の
会
員

　登
録
も
必
要
で
す
）。

③
予
約
し
た
目
的
地
以
外
で
降
り

　る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
町
住
民
生
活
課

　生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
６

　平
成
17
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
は
、
タ
ク
シ
ー

に
他
の
方
と
乗
合
し
て
移
動
す
る
た
め
、
安
い
料
金
で
利
用
で
き
る
こ
と

が
特
徴
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
町
内
ど
こ

で
も
乗
降
可
能
」「
土
日
祝
日
関
係
な
く
毎
日
運
行
」
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

デマンド交通利用の流れ

前日まで電話予約会社を出発利用者Aさん宅利用者 Bさん宅目的地へ到着

口
座
残
高
の
確
認
を

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第

８
期
、
介
護
保
険
料
第
８
期
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８

期
の
納
付
月
で
す
。
納
付
期
限
・

口
座
振
替
日
は
ど
ち
ら
も
２
月
28

日
㈬
で
す
。
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
振
替
日
前
日
ま

で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、

再
度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

後
日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
て
現

金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　
納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
納
付
が

で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る

方
は
、
金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口

座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
末
日
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
20
日
）
ま
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
た
も
の
は
、
翌
月

以
降
の
口
座
振
替
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。　す

で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
口
座
振
替
を
依
頼
し

て
い
な
い
新
た
な
税
目
が
発
生
し

た
場
合
、
新
た
な
税
目
の
口
座
振

替
依
頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
金
融
機
関

（
次
の
本
店
及
び
各
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業

協
同
組
合
・
山
形
中
央
信
用
組
合

・
米
沢
信
用
金
庫
・
荘
内
銀
行

・
き
ら
や
か
銀
行

・
東
北
労
働
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

納
付
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

　町
税
等
を
納
付
期
限
ま
で
に
完

納
さ
れ
な
い
方
に
は
、
督
促
状
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
納
付

確
認
に
は
１
週
間
程
度
時
間
が
か

か
る
た
め
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て

か
ら
納
付
さ
れ
た
場
合
は
督
促
状

が
送
付
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

納
付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

税
金
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

問
町
税
務
会
計
課

　収
納
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
４
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　国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

複
数
月
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と

で
、
保
険
料
が
割
引
と
な
り
ま
す
。

前
納
の
納
付
方
法

　口
座
振
替
、
現
金
、
ク
レ
ジ
ッ

　ト
カ
ー
ド

※
特
に
、
口
座
振
替
は
割
引
額
が

　大
き
い
た
め
お
得
で
す
。

※
前
納
に
は
そ
れ
ぞ
れ
申
込
み
期

　限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
表
を

　ご
覧
い
た
だ
き
お
早
め
に
申
込

　み
く
だ
さ
い
。

前
納
の
申
し
込
み
方
法

【
口
座
振
替
】

　
　納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

　通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持

　参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機

　関
ま
た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務

　所
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
】

　
　納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

　ご
利
用
に
な
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

　ー
ド
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
年

　金
事
務
所
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
現
金
】

　
　納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
を

　持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
年
金

　事
務
所
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
前
納
が
お
得
で
す
！

前納種類 前納期間 割引額※ 申込期限

口
座
振
替

６カ月

４月～
　　９月

1,120 円
２月末

１ ０ 月 ～
　翌３月 ８月末

１年 ４月～
　翌３月 4,150 円 ２月末

２年 ４ 月 ～　
翌々３月 15,640 円 ２月末

現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

６カ月

４月～
　　９月

800 円
２月末

１ ０ 月 ～
　翌３月 ８月末

１年 ４月～
　翌３月 3,510 円 ２月末

２年 ４ 月 ～　
翌々３月 14,400 円 ２月末

問
米
沢
年
金
事
務
所

☎
22
ー
４
２
２
０

問
町
住
民
生
活
課
　戸
籍
住
民
グ

　ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
５

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

　
　
　ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　「ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身

の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に
確
認
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
24
時
間
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の

年
金
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
確
認
で
き
る
こ
と
】

○
ご
自
身
の
年
金
記
録

○
将
来
の
年
金
見
込
額

○
電
子
版

　「年
金
定
期
便
」
の
閲
覧

○
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

　た
各
種
通
知
書
の
確
認
　な
ど

※
ご
利
用
に
は
利
用
登
録
が
必
要

　で
す
。

詳
し
く
は

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト 

で
検
索
！

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
８
ー
５
５
５

前納の種類と適用される割引額

年金

　結
婚
を
希
望
す
る
あ
な
た
に
、

出
会
い
の
機
会
を
つ
く
り
、
助
言

や
後
押
し
を
す
る
「
川
西
町
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
の
み
な
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

制
度
利
用
の
流
れ

○
ま
ず
は
登
録

　「か
わ
に
し
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
登

録
カ
ー
ド
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
、

担
当
課
に
提
出

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す

○
あ
な
た
に
出
会
い
の
場
を

　登
録
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
内

容
を
も
と
に
、
あ
な
た
に
合
っ
た

異
性
を
ご
紹
介
し
、
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
出
会
い
の
場
を
設
定
し

ま
す
。

○
親
身
に
な
っ
て
相
談
や
助
言
も

　必
要
に
応
じ
て
相
談
・
助
言
を

行
う
ほ
か
、
県
や
町
、
各
地
区
な

ど
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の

場
の
紹
介
も
随
時
行
い
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
や
「
か
わ
に
し
ラ

　イ
フ
プ
ラ
ン
登
録
カ
ー
ド
」
様

　式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、
町
公

　式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

　ス
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ろ
そ
ろ
結
婚
し
た
い 

そ
ん
な
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ご
紹
介

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
？

　結
婚
を
希
望
す
る
方
に
「
仲
人

役
」「
相
談
役
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
支
援
す
る
役
割
を
持
っ
た

方
で
、
現
在
８
名
の
方
に
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

【
川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
】

吉
村
徹
さ
ん
（
代
表
）

荒
澤
久
美
さ
ん

井
上
清
人
さ
ん

吉
村
広
喜
さ
ん

髙
橋
由
和
さ
ん

島
貫
良
子
さ
ん

遠
藤
明
子
さ
ん

中
村
真
由
美
さ
ん

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況

※割引額は平成 29 年度の金額で計算しています
※平成 30 年度の割引額は、今後公表予定です
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入
場
料

　無
料

　

  

待
ち
市
と

　

  

楽
祭

春

音

会
場

　川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　美
味
し
い
も
の
や
楽
し
い
も
の
、

そ
し
て
素
敵
な
音
楽
を
満
喫
で
き

る
「
春
待
ち
市
」
と
「
春
待
ち
音

楽
祭
」。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

で
贅
沢
な
１
日
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

✿
マ
ー
ケ
ッ
ト

　カ
レ
ー
や
お
む
す
び
、
大
福
、

よ
う
か
ん
な
ど
の
一
押
し
グ
ル
メ

の
他
、
可
愛
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

ポ
ー
チ
、
サ
シ
ェ
な
ど

✿
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　リ
ー
ス
や
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作

り
な
ど
ハ
ー
ブ
を
使
う
も
の
や
、

日
時

　２
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　
　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
４
時

春
の
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

内
容

【
男
子
力
・
女
子
力
ア
ッ
プ
塾
】

☆
男
塾
：
実
践
的
な

　
　
　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
塾

○
講
師

　婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　阿
部

　有
希
氏

☆
女
塾
：
骨
格
ス
タ
イ
ル
診
断
に

　
　
　
　よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
術

○
講
師

　

　骨
格
ス
タ
イ
ル
協
会
認
定
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　河
原

　恵
氏

☆
男
女
一
緒
に
：
わ
い
わ
い

　
　ス
イ
ー
ツ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

　旬
の
苺
と
ヘ
ル
シ
ー
な
里
芋
を

▼
申
込
方
法

　２
月
28
日
㈬
ま
で

　電
話
か
メ
ー
ル
で
申
込

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
「
キ
ャ

　ン
セ
ル
待
ち
」
と
し
て
受
付

問
川
西
若
者
人
づ
く
り
実
行
委
員

会
事
務
局（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
42
ー
６
６
１
３

※
メ
ー
ル
申
し
込
み
は
こ
ち
ら

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
ま
す
。

○
講
師

　浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

　
　
　シ
ェ
フ

　大
塚

　直
幸
氏

【
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　パ
テ
ィ
ー
】

○
時
間

　午
後
５
時
10
分
～

日
時

　３
月
10
日
㈯

　午
後
３
時
～

会
場

　川
西
町
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

▼
対
象
者

　概
ね
25
歳
～
40
歳
の

　独
身
男
女
15
名
ず
つ

※
男
性
の
み
町
内
在
住
か
、
町
内

　で
勤
務
し
て
い
る
方

▼
参
加
料

　

　男
女
と
も
２
０
０
０
円

※
女
性
特
典
！
２
名
以
上
で
申
込

　む
と
１
人
１
５
０
０
円
に
！

団
体
・
個
人
が
、
今
年
度
の
活
動

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や
、
町
へ
の

熱
い
思
い
が
詰
ま
っ
た
発
表
の
場

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　３
月
18
日
㈰

　

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
会
場

　

　町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容

【
活
動
報
告
】

○
若
者
未
来
塾
交
付
金
事
業

○
川
西
町
２
分
の
３
成
人
式

○
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機

　構
交
流
交
付
金
事
業

【
講
評
総
括
】

〇
講
師

　一
般
社
団
法
人
と
ち
ぎ

　市
民
協
働
研
究
会

　代
表
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　廣
瀬
隆
人
氏

可
愛
い
ス
プ
ー
ン
ア
レ
ン

ジ
な
ど

✿
音
楽
祭
（
入
場
無
料
）

　J
A
Z
Z
や
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
吹

奏
楽
、
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
な
ど
、
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
1

つ
の
会
場
で
楽
し
め
ま
す
。

問
町
観
光
協
会

☎
54
ー
１
５
１
５

元
気
の
原
動
力
を
次
の
世
代
へ

川
西
町
を
元
気
に
す
る

活
動
報
告
会
参
加
者
大
募
集

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

　町
の
交
付

金
等
を
活
用

し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
を

行
っ
て
い
る

参
加
募
集
中
！
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東
沢
小
学
校
、
高
山
小
学
校
の

　
　
　
　閉
校
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す

　平
成
30
年
４
月
の
小
学
校
学
区

再
編
に
よ
り
、
東
沢
小
学
校
、
高

山
小
学
校
が
閉
校
と
な
り
、
東
沢

小
学
校
は
１
１
４
年
、
高
山
小
学

校
は
５
５
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
関
係
者
へ
の
感
謝

の
場
と
し
て
、
閉
校
記
念
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

【
東
沢
小
学
校
】

▼
期
日
　３
月
24
日
㈯

▼
会
場
　東
沢
小
学
校
体
育
館

▼
内
容
及
び
時
間

○
閉
校
記
念
式
典
　午
前
10
時
～

○
閉
校
記
念
碑
除
幕
　

　
　
　
　
　
　午
前
11
時
15
分
～

○
思
い
出
を
語
る
会
　正
午
～

【
高
山
小
学
校
】

▼
期
日
　３
月
25
日
㈰

▼
会
場
　高
山
小
学
校
体
育
館

▼
内
容
及
び
時
間

○
閉
校
記
念
式
典
　

　
　
　
　
　
　午
前
10
時
～

○
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
　

　
　
　
　
　
　午
前
11
時
30
分
～

○
思
い
出
を
語
る
会
　

　
　
　
　
　
　午
後
０
時
10
分
～

問
町
教
育
総
務
課

　教
育
総
務
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
９

問
東
沢
小
学
校

☎
42
ー
２
０
１
２

問
高
山
小
学
校

☎
42
ー
２
６
５
９

▲東沢小学校の在校生

▲高山小学校 6年生

　町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
町
民
に
よ
る
「
川
西

　町
で
は
、
地
域
住
民
と
行
政
が

連
携
し
な
が
ら
計
画
を
推
進
す
る

た
め
、「
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
会
議
」
を
設
置
し
、
計
画

の
評
価
や
進
捗
状
況
の
把
握
、
情

報
・
意
見
交
換
等
に
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　む
ず
か
し
く
考
え
ず
、
男
女
共

同
に
つ
い
て
楽
し
く
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

▼
応
募
資
格
　男
女
共
同
参
画
の

　推
進
に
関
心
の
あ
る
町
内
在
住

　の
20
歳
以
上
の
男
女

▼
募
集
人
員

　若
干
名

▼
任
期
　平
成
30
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２
年
間

▼
活
動
内
容
　会
議
及
び
研
修
会

　へ
の
参
加（
年
２
～
３
回
程
度
）

▼
応
募
締
切
　３
月
12
日
㈪

▼
応
募
方
法
　町
Ｈ
Ｐ
か
ら
応
募

　用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
担

　当
課
あ
て
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
担
当
課
に
も
あ
り

　ま
す
。

▼
結
果
通
知
　３
月
下
旬
頃
に
本

　人
に
通
知
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　委
員
を
募
集
し
ま
す

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
１
３

町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」（
現
委

員
18
名
）
を
設
置
し
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
へ
の
提
言
を
は
じ
め
行
政

施
策
や
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

に
対
す
る
ご
意
見
や
評
価
・
検
証

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
現
在
の
ま
ち
づ
く

り
委
員
の
任
期
が
満
了
を
迎
え
る

た
め
、
新
し
く
委
員
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、
積
極

的
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
　町
内
在
住
で
20
歳

　以
上
の
方

▼
募
集
人
数
　６
名
程
度

▼
任
期
　平
成
30
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２
年
間

▼
応
募
方
法
　所
定
の
応
募
用
紙

　に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

　左
記
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く

　だ
さ
い
。

▼
応
募
用
紙
　応
募
用
紙
や
募
集

　要
項
は
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

　ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
担
当
課

　に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

　３
月
20
日
㈫

川
西
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　委
員
を
募
集
し
ま
す

問
町
未
来
づ
く
り
課
　政
策
調
整

　グ
ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
９
５

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況
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町
内
ど
こ
で
も
乗
降
可
能
！
毎
日
運
行
！

　デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通

受
付
は
住
民
生
活
課
で

　ご
利
用
に
は
事
前
に
会
員
登
録

が
必
要
で
す
。「
会
員
登
録
票
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
提

出
す
る
か
、
お
電
話
で
の
申
し
込

み
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
利
用
方
法

　利
用
日
の
１
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話

●
予
約
受
付

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
利
用
日
前
日
は
午
後
４
時
ま
で

予
約
セ
ン
タ
ー
☎
42
―
３
２
８
８

●
運
行
便

　毎
日
９
便
（
午
前
５
、午
後
４
）

▼
午
前
：
７
時
30
分
便
、
８
時
30

　分
便
、
９
時
30
分
便
、
10
時
30

　分
便
、
11
時
30
分
便

▼
午
後
：
１
時
便
、
２
時
便
、

　３
時
便
、
４
時
便

※
運
行
便
の
時
間
は
、
タ
ク
シ
ー

　が
会
社
を
出
発
す
る
時
間
で
す
。

▼
目
的
地
：
町
内
ど
こ
で
も

▼
料

　金
：
一
律
５
０
０
円

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
が

　使
用
で
き
ま
す
。

●
ご
利
用
の
お
願
い

①
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
必

　ず
予
約
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
を

　お
願
い
し
ま
す
。

②
小
学
生
未
満
の
お
子
さ
ん
は
無

　料
で
す
が
付
添
人
が
必
要
で
す
。

　ま
た
、
一
人
で
乗
降
で
き
な
い

　方
の
ご
利
用
に
も
付
添
人
が
必

　要
で
す
（
付
添
人
の
方
の
会
員

　登
録
も
必
要
で
す
）。

③
予
約
し
た
目
的
地
以
外
で
降
り

　る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
町
住
民
生
活
課

　生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
６

　平
成
17
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
は
、
タ
ク
シ
ー

に
他
の
方
と
乗
合
し
て
移
動
す
る
た
め
、
安
い
料
金
で
利
用
で
き
る
こ
と

が
特
徴
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
町
内
ど
こ

で
も
乗
降
可
能
」「
土
日
祝
日
関
係
な
く
毎
日
運
行
」
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

デマンド交通利用の流れ

前日まで電話予約会社を出発利用者Aさん宅利用者 Bさん宅目的地へ到着

口
座
残
高
の
確
認
を

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第

８
期
、
介
護
保
険
料
第
８
期
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８

期
の
納
付
月
で
す
。
納
付
期
限
・

口
座
振
替
日
は
ど
ち
ら
も
２
月
28

日
㈬
で
す
。
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
振
替
日
前
日
ま

で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、

再
度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

後
日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
て
現

金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　
納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
納
付
が

で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る

方
は
、
金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口

座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
末
日
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
20
日
）
ま
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
た
も
の
は
、
翌
月

以
降
の
口
座
振
替
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。　す

で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
口
座
振
替
を
依
頼
し

て
い
な
い
新
た
な
税
目
が
発
生
し

た
場
合
、
新
た
な
税
目
の
口
座
振

替
依
頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
金
融
機
関

（
次
の
本
店
及
び
各
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業

協
同
組
合
・
山
形
中
央
信
用
組
合

・
米
沢
信
用
金
庫
・
荘
内
銀
行

・
き
ら
や
か
銀
行

・
東
北
労
働
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

納
付
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

　町
税
等
を
納
付
期
限
ま
で
に
完

納
さ
れ
な
い
方
に
は
、
督
促
状
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
納
付

確
認
に
は
１
週
間
程
度
時
間
が
か

か
る
た
め
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て

か
ら
納
付
さ
れ
た
場
合
は
督
促
状

が
送
付
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

納
付
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

税
金
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

問
町
税
務
会
計
課

　収
納
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
４
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　国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

複
数
月
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と

で
、
保
険
料
が
割
引
と
な
り
ま
す
。

前
納
の
納
付
方
法

　口
座
振
替
、
現
金
、
ク
レ
ジ
ッ

　ト
カ
ー
ド

※
特
に
、
口
座
振
替
は
割
引
額
が

　大
き
い
た
め
お
得
で
す
。

※
前
納
に
は
そ
れ
ぞ
れ
申
込
み
期

　限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
表
を

　ご
覧
い
た
だ
き
お
早
め
に
申
込

　み
く
だ
さ
い
。

前
納
の
申
し
込
み
方
法

【
口
座
振
替
】

　
　納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

　通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持

　参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機

　関
ま
た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務

　所
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
】

　
　納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

　ご
利
用
に
な
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

　ー
ド
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
年

　金
事
務
所
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
現
金
】

　
　納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
を

　持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
年
金

　事
務
所
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
前
納
が
お
得
で
す
！

前納種類 前納期間 割引額※ 申込期限

口
座
振
替

６カ月

４月～
　　９月

1,120 円
２月末

１ ０ 月 ～
　翌３月 ８月末

１年 ４月～
　翌３月 4,150 円 ２月末

２年 ４ 月 ～　
翌々３月 15,640 円 ２月末

現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

６カ月

４月～
　　９月

800 円
２月末

１ ０ 月 ～
　翌３月 ８月末

１年 ４月～
　翌３月 3,510 円 ２月末

２年 ４ 月 ～　
翌々３月 14,400 円 ２月末

問
米
沢
年
金
事
務
所

☎
22
ー
４
２
２
０

問
町
住
民
生
活
課
　戸
籍
住
民
グ

　ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
５

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

　
　
　ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　「ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身

の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に
確
認
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
24
時
間
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の

年
金
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
確
認
で
き
る
こ
と
】

○
ご
自
身
の
年
金
記
録

○
将
来
の
年
金
見
込
額

○
電
子
版

　「年
金
定
期
便
」
の
閲
覧

○
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

　た
各
種
通
知
書
の
確
認
　な
ど

※
ご
利
用
に
は
利
用
登
録
が
必
要

　で
す
。

詳
し
く
は

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト 

で
検
索
！

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
８
ー
５
５
５

前納の種類と適用される割引額

年金

　結
婚
を
希
望
す
る
あ
な
た
に
、

出
会
い
の
機
会
を
つ
く
り
、
助
言

や
後
押
し
を
す
る
「
川
西
町
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
の
み
な
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

制
度
利
用
の
流
れ

○
ま
ず
は
登
録

　「か
わ
に
し
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
登

録
カ
ー
ド
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
、

担
当
課
に
提
出

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す

○
あ
な
た
に
出
会
い
の
場
を

　登
録
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
内

容
を
も
と
に
、
あ
な
た
に
合
っ
た

異
性
を
ご
紹
介
し
、
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
出
会
い
の
場
を
設
定
し

ま
す
。

○
親
身
に
な
っ
て
相
談
や
助
言
も

　必
要
に
応
じ
て
相
談
・
助
言
を

行
う
ほ
か
、
県
や
町
、
各
地
区
な

ど
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の

場
の
紹
介
も
随
時
行
い
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
や
「
か
わ
に
し
ラ

　イ
フ
プ
ラ
ン
登
録
カ
ー
ド
」
様

　式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、
町
公

　式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

　ス
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ろ
そ
ろ
結
婚
し
た
い 

そ
ん
な
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ご
紹
介

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
？

　結
婚
を
希
望
す
る
方
に
「
仲
人

役
」「
相
談
役
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
支
援
す
る
役
割
を
持
っ
た

方
で
、
現
在
８
名
の
方
に
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

【
川
西
町
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
】

吉
村
徹
さ
ん
（
代
表
）

荒
澤
久
美
さ
ん

井
上
清
人
さ
ん

吉
村
広
喜
さ
ん

髙
橋
由
和
さ
ん

島
貫
良
子
さ
ん

遠
藤
明
子
さ
ん

中
村
真
由
美
さ
ん

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況

※割引額は平成 29 年度の金額で計算しています
※平成 30 年度の割引額は、今後公表予定です
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まちからのお知らせ
town information

入
場
料

　無
料

　

  

待
ち
市
と

　

  

楽
祭

春

音

会
場

　川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　美
味
し
い
も
の
や
楽
し
い
も
の
、

そ
し
て
素
敵
な
音
楽
を
満
喫
で
き

る
「
春
待
ち
市
」
と
「
春
待
ち
音

楽
祭
」。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

で
贅
沢
な
１
日
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

✿
マ
ー
ケ
ッ
ト

　カ
レ
ー
や
お
む
す
び
、
大
福
、

よ
う
か
ん
な
ど
の
一
押
し
グ
ル
メ

の
他
、
可
愛
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

ポ
ー
チ
、
サ
シ
ェ
な
ど

✿
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　リ
ー
ス
や
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作

り
な
ど
ハ
ー
ブ
を
使
う
も
の
や
、

日
時

　２
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　
　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
４
時

春
の
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

内
容

【
男
子
力
・
女
子
力
ア
ッ
プ
塾
】

☆
男
塾
：
実
践
的
な

　
　
　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
塾

○
講
師

　婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　阿
部

　有
希
氏

☆
女
塾
：
骨
格
ス
タ
イ
ル
診
断
に

　
　
　
　よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
術

○
講
師

　

　骨
格
ス
タ
イ
ル
協
会
認
定
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　河
原

　恵
氏

☆
男
女
一
緒
に
：
わ
い
わ
い

　
　ス
イ
ー
ツ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

　旬
の
苺
と
ヘ
ル
シ
ー
な
里
芋
を

▼
申
込
方
法

　２
月
28
日
㈬
ま
で

　電
話
か
メ
ー
ル
で
申
込

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
「
キ
ャ

　ン
セ
ル
待
ち
」
と
し
て
受
付

問
川
西
若
者
人
づ
く
り
実
行
委
員

会
事
務
局（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
42
ー
６
６
１
３

※
メ
ー
ル
申
し
込
み
は
こ
ち
ら

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
ま
す
。

○
講
師

　浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

　
　
　シ
ェ
フ

　大
塚

　直
幸
氏

【
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　パ
テ
ィ
ー
】

○
時
間

　午
後
５
時
10
分
～

日
時

　３
月
10
日
㈯

　午
後
３
時
～

会
場

　川
西
町
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

▼
対
象
者

　概
ね
25
歳
～
40
歳
の

　独
身
男
女
15
名
ず
つ

※
男
性
の
み
町
内
在
住
か
、
町
内

　で
勤
務
し
て
い
る
方

▼
参
加
料

　

　男
女
と
も
２
０
０
０
円

※
女
性
特
典
！
２
名
以
上
で
申
込

　む
と
１
人
１
５
０
０
円
に
！

団
体
・
個
人
が
、
今
年
度
の
活
動

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や
、
町
へ
の

熱
い
思
い
が
詰
ま
っ
た
発
表
の
場

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　３
月
18
日
㈰

　

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
会
場

　

　町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容

【
活
動
報
告
】

○
若
者
未
来
塾
交
付
金
事
業

○
川
西
町
２
分
の
３
成
人
式

○
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機

　構
交
流
交
付
金
事
業

【
講
評
総
括
】

〇
講
師

　一
般
社
団
法
人
と
ち
ぎ

　市
民
協
働
研
究
会

　代
表
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　廣
瀬
隆
人
氏

可
愛
い
ス
プ
ー
ン
ア
レ
ン

ジ
な
ど

✿
音
楽
祭
（
入
場
無
料
）

　J
A
Z
Z
や
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
吹

奏
楽
、
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
な
ど
、
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
1

つ
の
会
場
で
楽
し
め
ま
す
。

問
町
観
光
協
会

☎
54
ー
１
５
１
５

元
気
の
原
動
力
を
次
の
世
代
へ

川
西
町
を
元
気
に
す
る

活
動
報
告
会
参
加
者
大
募
集

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

　町
の
交
付

金
等
を
活
用

し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
を

行
っ
て
い
る

参
加
募
集
中
！
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まちからのお知らせ
town information

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　次
の
方
は
、
今
年
度
が
予
防
接

種
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
接

種
期
限
が
３
月
31
日
㈯
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。　対

象
の
方
に
は
、
平
成
29
年
４

月
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す

対象年齢 生年月日
65歳 昭和 27年 4月 2日～昭和 28年 4月 1日
70歳 昭和 22年 4月 2日～昭和 23年 4月 1日
75歳 昭和 17年 4月 2日～昭和 18年 4月 1日
80歳 昭和 12年 4月 2日～昭和 13年 4月 1日
85歳 昭和　7年 4月 2日～昭和　8年 4月 1日
90歳 昭和　2年 4月 2日～昭和　3年 4月 1日
95歳 大正 11年 4月 2日～大正 12年 4月 1日
100歳 大正　6年 4月 2日～大正　7年 4月 1日

の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
今
年
度
対
象
者
　

　川
西
町
に
住
所
を
有
し
、
下
表

①
の
生
年
月
日
の
方
か
、
②
の
条

件
を
満
た
す
方
。

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

　受
け
た
方
は
、
対
象
外

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、

　心
臓
じ
ん
臓
呼
吸
器
等
で
身
障

　者
１
級
相
当
の
方
。

問
町
健
康
福
祉
課
　健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
４
０

　町
で
は
、
百
歳
顕
彰
条
例
に
基

づ
き
、
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、

１
月
１
日
現
在
で
数
え
百
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
々
に
顕
彰
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　今
年
数
え
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
次
の
13
名
の
方
々
で
す
。
み

な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

【
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
】

○
橋
本

　す
い
さ
ん
（
上
小
松
）

○
伊
藤
　き
み
よ
さ
ん（
上
小
松
）

○
荘
司
　妙
さ
ん
（
上
小
松
）

▲　野和代さん（左から３番目）とご家族

数
え
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
を
お
祝
い
し
ま
し
た○

山
口
　義
一
さ
ん
（
西
大
塚
）

○
小
松
　光
子
さ
ん
（
西
大
塚
）

○
安
部
　ヨ
ン
さ
ん
（
西
大
塚
）

○
鈴
木
　み
よ
の
さ
ん
（
堀
金
）

○
齋
藤
　義
實
さ
ん
（
堀
金
）

○
髙
橋
　ヨ
シ
さ
ん
（
下
奥
田
）

○
遠
藤
　ふ
く
さ
ん
（
朴
沢
）

○
森
谷

　ふ
さ
さ
ん
（
上
奥
田
）

○
遠
藤

　ナ
ツ
ヱ
さ
ん（
尾
長
島
）

○

　
野

　和
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（そ
よ
風
の
森
）

問
町
健
康
福
祉
課
　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎
42
ー
６
６
３
５

　山
形
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十

字
連
絡
協
議
会
で
は
、
国
際
活
動

の
一
環
と
し
て
書
き
損
じ
は
が
き

の
回
収
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　書
き
損
じ
は
が
き
は
換
金
後
、

文
房
具
の
購
入
に
充
て
ら
れ
、
代

表
生
徒
た
ち
が
発
展
途
上
国
の
教

育
施
設
等
に
直
接
届
け
ま
す
。
年

賀
状
、
通
常
の
は
が
き
を
問
い
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

○
宛
先
不
明
で
返
さ
れ
た
も
の

○
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の

○
宛
先
住
所
や
氏
名
が
黒
く
塗
り

　つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
も
の
（
年
賀

　状
の
み
）

○
受
け
取
っ
た
年
賀
は
が
き

▼
回
収
場
所
　健
康
福
祉
課
窓
口

▼
回
収
期
限
　12
月
25
日
㈫
ま
で

●
利
用
期
限
：
2
月
28
日
㈬

　平
成
29
年
９
月
３
日
㈰
か
ら
発

売
開
始
し
た
川
西
町
商
工
会
発
行

の
「
川
西
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
は
、
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
使
い
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
商
品
券
は
す
で
に
完
売
し
て
い

　ま
す
。

問
町
商
工
会

☎
46
ー
２
０
２
０

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

使
用
期
限
迫
る

書
き
損
じ
は
が
き
を
回
収
し
ま
す

問
町
健
康
福
祉
課

　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎
42
ー
６
６
３
５

問
赤
十
字
山
形
県
支
部

　青
少
年
赤
十
字
担
当
　

☎
０
２
３
ー
６
４
１
ー
１
３
５
３

【表①】

▼
日
時
　２
月
27
日
㈫
　

　午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
場
所
　町
役
場
　第
２
会
議
室

▼
内
容
　専
門
の
相
談
員
が
学
校

　や
就
労
の
相
談
に
、
無
料
で
対

　応
し
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の
相

　談
も
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
優

　先
で
の
対
応
に
な
り
ま
す
の
で
、

　ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
i
t
h
優
　

☎
33
ー
９
１
３
７

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
等

の
相
談
会
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ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

　
　
　って
ど
ん
な
ひ
と
？

　

地
域
づ
く
り
活
動
や
地
区
経
営

母
体
の
運
営
な
ど
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
人

材
で
す
。
受
講
生
た
ち
は
、
年
間

８
回
程
の
講
座
で
、
会
議
の
設

計
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
課
題
解
決
方
法
な
ど
を
学
び
、

必
要
な
講
義
を
全
て
受
講
す
る
こ

と
で「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」

に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
設
し
、
地
域
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
を
育
成
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
64
名
の
マ
イ
ス
タ
ー
が
誕
生
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
前
線

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に
10
名
を
認
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
に

新
た
に
10
名
認
定
さ
れ
ま
し
た

相羽　洋さん
（米沢市）
相羽　洋さん

ど
ん
な
実
践
活
動
に
す
る
か
悩
ん

だ
り
も
し
ま
し
た
が
、
マ
イ
ス

タ
ー
講
座
で
し
か
で
き
な
い
経
験

と
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 齋藤　奏太さん

（吉島）
齋藤　奏太さん

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定

を
受
け
、
今
後
の
川
西
町
を
担
う

一
人
と
し
て
成
長
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
川
西
町
の

た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

宮田　将大さん
（玉庭）

宮田　将大さん

講
座
を
と
お
し
て
多
く
の
人
と
関

わ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
行
き
た
い
で
す
。

大滝　謙介さん
（玉庭）

大滝　謙介さん

実
践
活
動
で
町
内
の
草
木
塔
を
探

し
求
め
て
、
見
つ
け
る
た
び
手
を

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
草
木
塔
め

ぐ
り
は
オ
ス
ス
メ
で
す
。
自
然
に

恩
返
し
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

大嶋　恭平さん
（玉庭）

大嶋　恭平さん

マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
て
、
よ
り
多
く
の

事
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
を
心
に

刻
ん
で
川
西
町
で
生
活
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

渡部　卓哉さん
（中郡）

渡部　卓哉さん

マ
イ
ス
タ
ー
の
活
動
を
と
お
し
て
、

多
く
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
中
郡
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

を
と
お
し
て
多
く
の
方
と
関
わ
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

髙橋　拓海さん
（中郡）

髙橋　拓海さん

川
西
町
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
自

分
の
知
ら
な
い
モ
ノ
、
場
所
を
た

く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
情
報
収
集
、

発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

大河原　綾乃さん
（犬川）

大河原　綾乃さん

町
を
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

１
年
で
し
た
。
川
西
町
に
あ
る
隠

れ
た
魅
力
が
、
町
内
外
の
多
く
の

み
な
さ
ん
に
も
伝
わ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

齋藤　尚さん
（小松）

齋藤　尚さん

講
座
や
実
践
活
動
を
と
お
し
て
、

仲
間
と
何
か
を
や
り
遂
げ
る
こ
と

の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
達
成
感
を
忘
れ
ず
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

大坪　聡一郎さん
（小松）

大坪　聡一郎さん

マ
イ
ス
タ
ー
講
座
を
通
し
て
川
西

町
の
課
題
・
問
題
点
を
把
握
し
、

各
講
義
か
ら
保
守
的
思
考
の
脱
却

と
、
イ
ン
ス
タ
映
え
の
概
念
の
重

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

て
「
川
西
町
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス

タ
ー
に
よ
る
ま
ち
の
未
来
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、

受
講
生
の
み
な
ら
ず
一
般
住
民
の

方
に
も
聴
講
い
た
だ
き
、
若
者
が

地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
参
加
者
全

員
で
共
有
し
ま
し
た
。

 

今
年
度
の
主
な
活
動
内
容

○
実
践
活
動

　「人
材
育
成
・
地
域
教
育
」「
に

ぎ
わ
い
」「
文
化・芸
術
」の
３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
各
分
野
の
課
題

解
決
の
た
め
の
実
践
活
動
を
約
４

か
月
行
い
ま
し
た
。

○
事
業
報
告
・
学
び
の
共
有

　実
践
活
動
の
報
告
の
場
と
し

 

認
定
者
を
紹
介
し
ま
す

まちからのお知らせ
town information

文
化
財
も
の
が
た
り 

～
シ
リ
ー
ズ
⑮
～

　雪
深
い
地
域
で
は
、
冬
の
間
生

活
を
維
持
す
る
た
め
、
使
用
す
る

道
具
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
繊
維

が
強
く
濡
れ
て
も
腐
り
に
く
い

「
わ
ら
」
が
重
宝
さ
れ
、
防
寒
性

に
優
れ
雪
上
で
も
滑
り
に
く
い
と

い
う
特
長
か
ら
履
物
を
作
る
材
料

と
し
て
多
用
さ
れ
ま
し
た
。

　た
と
え
ば
、「
深(

ふ
か)

グ
ツ
」

は
わ
ら
製
の
長
靴
の
よ
う
な
も
の

で
、「
か
ん
じ
き
」
を
併
用
す
る

こ
と
で
３
メ
ー
ト
ル
も
の
深
雪
の

中
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
か
ん
じ
き
の
一
部

こ
れ
ら
の
資
料
は
町
交
流
館
内
埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課

　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

わ
ら
製
履
物
と
冬
の
生
活

け
ら
れ
た
縄
紐
を
操
り
、
足
を
高

く
持
ち
上
げ
な
が
ら
雪
を
踏
み
固

め
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
や
小
型
除
雪
機
の
普

及
前
は
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
数
人

一
組
で
雪
踏
み
を
し
、
生
活
の
た

め
の
通
路
を
確
保
し
て
い
ま
し
た
。

　明
治
24
年
生
ま
れ
で
、
玉
庭
出

身
の
教
育
者
・
本
間
喜
一
氏
は
、

愛
知
大
学
学
長
時
代
に
書
い
た
手

紙
の
中
で
「
雪
の
降
っ
た
朝
ハ
早

朝
カ
ン
ジ
キ
で
道
踏
す
る
の
が
、

我
々
子
供
の
朝
食
前
の
任
務
で
し

た
」
と
当
時
の
冬
の
生
活
の
様
子

を
語
っ
て
い
ま
す
。

に
も
わ
ら
紐
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
踏(

ふ)

み
俵

(

だ
わ
ら)

」（
雪
踏

み
俵
や
オ
オ
グ
ツ
、

道
つ
け
深
グ
ツ
と

も
）
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
俵
状
に
編
ま

れ
た
わ
ら
の
中
に
足

を
入
れ
、
胴
部
に
付

●水質調査結果

　山口沢川において生物化学的酸素要求量が参考値を超過しました。この原因としては有機物が分解されず、堆
積していたことが考えられます。今後も継続して測定し、環境保全に努めていきます。
※１）参考値　水産業でも使用できる基準の「生活環境の保全に関する環境基準　河川C類型」

調査項目 単位 山口沢川 萩野堀 天神堀 中小松堀 ※１）参考値
（Ｃ類型）上流 下流 下流 下流 下流

水素イオン濃度（ＰＨ） ー 7.0 7.2 8.4 7.4 7.1 6.5 ～ 8.5
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）mg/l 1.1 10 3.6 0.8 1.2 5 以下
浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 1 10 2 11 5 50 以下
溶存酸素（ＤＯ） mg/l 8.9 6.4 11 9.7 9.1 5 以上
大腸菌群最確数 MPN/

100ml 2,400 18,000 46,000 4,600 11,000 ー

●臭気測定結果
　今回の結果では参考値内となっています。今後も臭気測定を継続して行っていき環境保全に努めていきます。

※ 1）参考値　都市計画法に基づく工業地域並びにその他の地域（Ｃ地域）を参考に基準を設定しました。

調査項目 大規模養豚場 大規模養鶏場 ※１）参考値
Ｃ地域敷地境界① 敷地境界② 敷地境界① 敷地境界②

臭気指数 10未満 10未満 10未満 10未満 19

問町住民生活課　生活環境グループ　☎４２ー６６１８

問町住民生活課　生活環境グループ　☎４２ー６６１８

●ダイオキシン類測定結果
　

　千代田クリーンセンターでは、施設の適正な維持管理の一環として、毎年、ダイオキシン類の大気環境測定を
実施しており、その際、周辺地域の各市町公共施設に測定機器を設置しています。今回の結果では環境基準値内
となっています。

調査項目 単位 吉島地区交流センター 環境基準値
ダイオキシン類毒性当量 pg-TEQ/㎥　20℃ 1気圧 0.0068 0.6 以下

問町住民生活課　生活環境グループ　☎４２ー６６１８

町報かわにし　18平成３０年２月１５日13　町報かわにし 平成３０年２月１５日

１. 火災件数は減少も今後も注意が必要　～火災発生状況～　　　　　　　　　　　（単位：件又は人）
火災件数 焼損棟数 死者数 負傷者建物 林野 車両 その他 合計 全焼 半焼 部分焼 ぼや 合計

2市 2町
合計

平成２９年 31 3 6 10 50 18 1 15 9 43 1 12
平成２８年 24 1 4 17 46 11 1 15 11 38 2 8
前年比 7 2 2 △ 7 4 7 0 0 △ 2 5 △ 1 4

うち
川西町

平成 29年 2 0 1 1 4 1 0 1 0 2 0 0
平成 28年 1 0 1 6 8 0 0 0 1 1 2 1
比較 1 0 0 △ 5 △４ 1 ０ 1 △１ １ △ 2 △ 1

平成 29年消防活動状況を報告します
　（平成 29年１月１日～１２月３１日の数値）

　平成 29年消防活動状況を５つの項目に分け数値化し、２市２町（米沢市、南陽市、高畠町、川西町）
と本町のみの合計を平成２８年の数値と比較し、お知らせします。

２. 出動回数は年々増加　～救急出動及び搬送人員状況～　　　　　　　（単位：件又は人）

急病 交通
事故

一般
負傷

労働
災害 加害 自損

行為
運動
競技 火災 水難 その他 合計

2市 2町
合計

平成 29年 出動 4127 449 932 59 8 43 26 41 3 512 6200
搬送 3886 483 879 59 7 20 26 10 1 501 5872

平成 28年 出動 3976 485 907 56 12 51 29 31 2 530 6079
搬送 3736 545 875 55 8 39 31 5 2 518 5814

前年比 出動 151 △ 36 25 3 △ 4 △ 8 △ 3 １０ 1 △ 18 121
搬送 150 △ 62 ４ 4 △ 1 △ 19 △ 5 5 △ 1 △ 17 58

うち
川西町

平成 29年 出動 434 60 113 3 0 5 1 2 0 82 700
搬送 411 66 110 3 0 2 1 0 0 83 676

平成 28年 出動 422 60 94 9 1 10 5 3 1 74 679
搬送 411 68 93 9 1 7 5 0 1 70 665

前年比 出動 12 0 19 △ 6 △ 1 △ 5 △４ △ 1 △ 1 8 21
搬送 0 △ 2 17 △ 6 △ 1 △ 5 △４ 0 △ 1 13 11

３. 救出出動は交通事故が最多　～救助出動状況～　　　　　　　　　（単位：件）

火災 交通
事故 水難 機械 建物等 自然

災害 その他 合計

2市 2町
合計

平成 29年 34 53 4 1 1 1 23 117
平成 28年 20 49 4 2 0 0 15 90
前年比 14 4 0 △ 1 1 1 8 27

うち
川西町

平成 29年 2 13 0 0 0 0 0 15
平成 28年 2 12 1 0 0 0 2 17
前年比 0 １ △1 0 0 0 △ 2 △ 2

４. 危険物漏洩が最多　～その他の災害別出動状況～　　　　（単位：件）
危険物
漏洩

風水害
（溢水含む） 雪害 誤報等 怪煙

偵察 異臭 湓水 その他 合計

2市 2町
合計

平成 29年 108 15 2 15 47 2 69 97 355
平成 28年 79 25 0 12 44 2 25 81 268
前年比 29 △10 2 3 3 0 44 16 87

うち
川西町

平成 29年 9 2 0 2 8 0 0 9 30
平成 28年 １６ 0 0 0 6 0 0 15 37
前年比 △ 7 2 0 2 2 0 0 △ 6 △ 7

５. 通信指令１１９番受信内容状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

火災 救急 救助 他災害 病院
照会

いた
ずら 訓練 その他 テスト 合計

2市 2町
合計

平成 29年 50 5972 83 355 102 27 763 2264 635 10251
平成 28年 46 5876 70 270 89 15 695 2000 665 9726
比較 4 96 13 85 13 12 68 264 △３０ 525

冬場は早めの行動、
安全運転を心がけ、
交通事故を減らそう

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況



公
立
置
賜
総
合
病
院
川
西
診
療
所

　
　
　
　
　塚
本

　東と
う
め
い明

　医
師

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
７
回
　Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
っ
て
何
？

は
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
家
族
に
喫
煙
者
が
い
た
り
、
分
煙

さ
れ
て
い
な
い
職
場
で
仕
事
を
し
て
い
る

人
な
ど
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
く
て
も
喫

煙
者
と
同
等
の
有
害
物
質
を
吸
い
込
ん
で

C
O
P
D
に
か
か
る
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。　C

O
P
D
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
が
多
く
、
ゆ
っ
く
り

と
進
行
し
て
、
次
第
に
重
症
化
し
ま
す
。

診
断
は「
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
検
査（
※
）」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
い

続
け
て
い
る
方
、
吸
っ
た
こ
と
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

C
O
P
D
の
予
防
は
禁
煙
で
す
。
家
族

に
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
い
る
場
合
は
、
喫

煙
の
有
害
性
を
話
し
合
っ
て
、
禁
煙
を
す

す
め
ま
し
ょ
う
。
禁
煙
し
た
く
て
も
な
か

な
か
で
き
な
い
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

「
も
し
も
」
の
時
に
備
え
て

～
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
～

　
「
C
O
P
D
」
は
慢ま

ん
せ
い
へ
い
そ
く
せ
い
は
い
し
っ
か
ん

性
閉
塞
性
肺
疾
患

の
英
語
表
記
の
略
で
す
。
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
日
本
で
の
患
者
数
は

5
3
0
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
世
界
で
の
死
亡
原
因
の
第

4
位
で
、
肺
が
ん
死
亡
数
よ
り
多
い
で

す
。
し
か
し
、
治
療
を
受
け
て
い
る
の
は

そ
の
5
%
未
満
で
、
多
く
の
患
者
さ
ん

は
自
分
の
病
気
に
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

　C
O
P
D
は
タ
バ
コ
な
ど
の
有
害
な

空
気
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
、
気
管
支

や
肺
な
ど
に
障
害
が
お
き
て
起
こ
る
病

気
で
す
。
咳
や
痰
、
息
切
れ
が
主
な
症

状
で
す
。
最
大
の
原
因
は
喫
煙
で
、
患

者
の
90
％
以
上
は
喫
煙
者
で
す
。
タ
バ

コ
を
吸
わ
な
い
人
で
も
4・7
％
の
人

が
C
O
P
D
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

め
る
こ
と
で
、
人
生
の
終
え
方
に
対

す
る
意
志
や
想
い
が
は
っ
き
り
み
え
、

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
、
や
る
べ
き

こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
よ
り
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　書
き
込
む
ノ
ー
ト
は
気
に
入
っ
た

市
販
の
も
の
を
購
入
し
て
も
、
大
学

ノ
ー
ト
に
自
由
に
書
い
て
も
十
分
で

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

　エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
詳
し
い

内
容
や
、
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
今
後
の
希

望
や
、
大
切
な
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は
、
認

知
症
や
突
然
の
病
気
な
ど
万
が
一
に

備
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り

返
り
、
今
後
の
医
療
や
介
護
に
つ
い

て
の
希
望
や
思
い
、
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
切
な
人
に
書
き
記
し
て

お
く
も
の
で
す
。

　気
持
ち
を
整
理
し
な
が
ら
書
き
留

診察日と診療科目
第１診察室 第２診察室

月
総合診療科内科　渋間所長火

水 整形外科山川医師
（第 2・4 週）

木 総合診療科
外科 山田医師

総合診療科
内科 渋間所長

外科
東医師

金 総合診療科
内科　渋間所長

内科（週交替）
・安日医師
・塚本医師

内科
塚本医師
（隔週）

※受付：午前８時３０分～１１時３０分　
　　　　午後１時３０分～３時３０分
※診察：午前９時～正午　午後２時～４時（第３火曜日：往診）
※安日医師の専門：糖尿病などの内分泌科
※塚本医師の専門：呼吸器科

※呼気量と吸気量を測定し、呼吸能力を調べる検査
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⑷ 特別職の給与・議員の報酬の状況（平成２8 年１２月１日現在）

区分
給料月額等 期末手当

平成２8年度 条例 ６月期 １２月期 計

給料
町　長 840,000 円 840,000 円

1.500 月分 1.650 月分 3.15 月分副町長 670,000 円 670,000 円
教育長 585,000 円 585,000 円

報酬
議　長 330,000 円 330,000 円

1.500 月分 1.650 月分 3.15 月分副議長 270,000 円 270,000 円
議　員 255,000 円 255,000 円

⑸ 職員の主な手当の状況
①　期末・勤勉手当

区分 ６月期 １２月期
合　計 役職等による

加算措置平成28年度 前年度（参考）

川西町
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分 2.60 月分 有

（加算率 5～ 15％）
勤　勉 0.8 月分 0.8 月分 1.6 月分 1.6 月分 有

（加算率 5～ 15％）

国
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分 2.60 月分 有

（加算率 5～ 15％）勤　勉 0.8 月分 0.8 月分 1.6 月分 1.6 月分

②　退職手当

区分
支給率 その他の

加算措置
一人当たりの
平均支給額勤続 20年 勤続 25年 勤続 30年 最高限度額

自己都合 20.445 月分 29.145 月分 36.105 月分 49.59 月分
有 1,802 万円

勧奨・定年 25.55625 月分 35.5825 月分 42.4125 月分 49.59 月分
注　一人当たりの平均支給額は、平成２7年度に退職した全職員分の平均額です。

③　時間外勤務手当（一般会計実績）
区分 平成２8年度 平成２7年度（参考）
総支給額 51,173 千円 49,972 千円

一人当たりの
平均支給年額 281千円 270千円

④　ラスパイレス指数
平成２5年度 平成２6年度 平成２7年度 平成２8年度
106.9
（98.7） 100.2 97.5 97.5

注　支給額には、選挙事務に関する
時間外勤務手当は含みません。

注１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
　水準を１００とした場合の地方公務員の給
　与水準を示す指数です。

注 2　括弧内は、給与改定特例法の措置がなかっ
　た場合の「参考値」です。

問合せ先
　町総務課 行政管理グループ☎４２－６６１０

３
月
２
日
㊎
　ひ
な
ま
つ
り
、
身
体
測
定

３
月
20
日
㊋
　お
別
れ
会

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

２
月
19
日
㊊
、
3
月
19
日
㊊
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　美
郷
幼
稚
園

　３
月
１
日
㊍

　

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば
母子健康手帳交付

〈期　　日〉3 月 12 日㈪、26 日㈪
〈受付時間〉午前 8 時３０分～午後５時１５分
〈場　　所〉町健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：2 月２日～ 3 月１日
■ 発送日 ２月２２日㈭
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉3 月 15 日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館

対象者 受付時間
平成 28 年 3 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年 3 月、平成 27 年 9 月
平成 29 年 1 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
９・１０カ月児
健康教室

期日：3 月 14 日㈬
対象：H29.5.1 ～ 6.30 生まれ

1 歳６か月児
健康診査

期日：3 月 16 日㈮
対象：H28.7.1 ～ 8.31 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう★今月のポイント★　　
　かかりつけ薬局のメリットは？
○薬歴 (薬の記録 )や体質を把握・管理してくれる
○薬の飲み合わせ、飲み方のアドバイスが受けられる
○アレルギーや副作用がないか確認できる
　など、自分に合ったアドバイスをうけることができ
　ます。

健康運動の集い
〈期　日〉3 月 19 日㈪ 
　　　午前 10 時～ 11 時 15 分

〈場　所〉生きがい交流館
〈内　容〉ストレッチ体操、玄米ニギニギ体操など
〈対象者〉概ね７４歳までの自立している方
〈講　師〉健康運動サポーター
〈持ち物〉内ズック、飲み物など
〈申　込〉町健康福祉課まで

きらきら親子相談
〈日　時〉
 ① 3 月 6 日㈫　午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分受付
 ② 3 月 20 日㈫ 　午後 2 時～ 3 時受付

〈場　所〉子育て支援センターこあら
〈内　容〉臨床心理士による育児、子育てなどに関
　　　　する相談

〈申　込〉下記期限まで町健康福祉課に電話
　① 2 月 26 日㈪　② 3 月 12 日㈪

未接種の予防接種はありませんか？
３月１日㈭～３月７日㈬は「こども予防接種週間」
　お子さんが未接種の予防接種がありましたら主治医
にご相談の上、早めに受けましょう。
　接種時期や実施医療機関等は町ホームページ等をご
覧いただき不明な点は担当課にお問合せください。
次の方は、今年度中に接種しましょう
○麻しん風しん第２期　
　平成２３年４月２日～平成２４年４月１日生まれ
○ジフテリア破傷風
　平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生まれ
○日本脳炎第２期
　平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ
　平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ
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⑴ 任命の状況
採用（平成２8年４月１日付）

職種別採用状況
行政職 4人
計 4人

⑶ 職員の平均給料月額および平均年齢（平成２8 年４月１日現在）
区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 314,300 円 40歳 9月
技能労務職 352,000 円 47歳 9月

⑶ 級別職員数の状況（平成２8 年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 技能労

務職等 合計
代表的な職務 主事補・主事 主事 主任 主査 主幹 課長

平成２8年度 36人
（20.3%）

20人
（11.3％）

16人
（9.0%）

52人
（29.4％）

40人
（22.6%）

13人
（7.4％） ２5人 ２０2人

注　１　川西町一般職の職員の給与に関する条例及び同条例の施行に関する規則等に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

　　２　（　）の構成比率は、一般行政職（１級～６級）のみの比率です。

⑴ 人件費の状況（平成２8 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口
(平成２8年度末 ) 歳出額Ⓐ 実質収支 人件費Ⓑ 人件費率

（Ⓑ /Ⓐ）
平成２7年度の
人件費率（参考）

15,727人 109億7,772万円 2億2,228万円 １6億4,103万円 　　14.9％ 15.0％
注　人件費には、特別職（常勤・非常勤）に支給される給料、報酬等を含みます。

⑵ 職員給与費の状況（平成２8 年度一般会計決算）

区分 職員数
給与費 一人あたりの

給与費（年額）給料 職員手当 期末 ･勤勉手当 給与費計
平成２8年度 195人 ７億4,188万円 5,904万円 ２億9,259万円 １0億9,351万円 561万円
注　１　職員手当には時間外勤務手当、退職手当および児童手当を含みません。
　　２　本表における職員数は、一般会計に計上された職員数です。

⑵ 部門別職員数（各年４月１日現在）

区分
部門

職員数 対前年
増減数平成28年度 平成27年度

一般行政部門 １３3 １３5 ▲ 2
特別行政部門 48 46 2
公営企業等 ２1 ２0 １
合　　　計 ２０2 ２０1 1

退職（平成２7年度中）
職種別退職状況
行政職 3人
計 3人

注　本表の数値は、一般会計に計上された各職種の平均です。

川西町における人事行政の
　運営等の状況をお知らせします

　町職員の任用、給与、服務や勤務条件など人事行政の運営状況についてお知らせします。
　なお、紙面の都合上抜粋したものを掲載しておりますので、全体は町ホームページ
（http://www.town.kawanishi.yamagta.jp/）をご覧ください。

　　任免及び職員数に関する状況

　　職員の給与の状況
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▼
応
募
方
法
：

〇
希
望
者
は
、お
電
話
く
だ
さ
い
。

　申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

〇
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
　

　し
、
小
論
文
（
応
募
の
動
機
、

　字
数
制
限
な
し
）
と
と
も
に
送

　っ
て
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
や
ま
が
た
被
害
者
支

　援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
４
２
ー
３
５
７
１

自
衛
官
等
募
集

【
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
、
　

　薬
剤
科
）】

▼
応
募
資
格
：

　（平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

○
一
般
：
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

　男
性

※
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は
大

　卒
（
見
込
含
）

※
修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）

　は
28
歳
未
満
の
方

○
歯
科：専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

　20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

○
薬
剤
科
：
専
門
の
大
卒
（
見
込

　含
）
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
間
：
３
月
１
日
㈭
～

　５
月
１
日
㈫

▼
試
験
日
：
５
月
12
日
㈯
・

　13
日
㈰

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般・技
能
）】

▼
応
募
資
格
：

　（平
成
30
年
７
月
１
日
現
在
）

○
一
般
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

　方
○
技
能
：
18
歳
以
上
で
国
家
資
格

　を
有
す
る
方

▼
受
付
期
間
：
４
月
６
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日
：
４
月
14
日
㈯
～

　18
日
㈬
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
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０
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１
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車
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録
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自
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お
早
め
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お

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

２・３月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

3月12日㈪・26日㈪
午前９時～午後４時 30 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 ３月７日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

弁護士
消費生活相談

３月１４日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

行政相談 ３月２１日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

３月

期　間 当番店（社） 電話番号

２月12日～18日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

2 月19日～25日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

2 月26日～3 月4日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

3 月5日～１1日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

3 月12日～18日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
必

要
な
書
類
は
、
山
形
運
輸
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
形
運
輸
局
　☎

０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
１
３

電
力
会
社
を
装
っ
た

　

窃
盗
事
件
に
注
意

　電
力
会
社
を
装
っ
た
窃
盗
事
件

が
近
県
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
電

気
配
線
の
調
査
や
点
検
な
ど
の
名

目
で
家
に
上
が
り
込
み
、
目
を
離

し
た
す
き
に
金
品
等
を
盗
む
悪
質

な
手
口
で
す
。

　少
し
で
も
不
審
な
点
が
あ
る
場

合
は
、
従
業
員
証
な
ど
の
身
分
を

証
明
す
る
も
の
の
提
示
を
求
め
て

く
だ
さ
い
。

問
米
沢
警
察
署
　刑
事
第
一
課

☎
26
ー
０
１
１
０

問
町
住
民
生
活
課
生
活
環
境
グ
ル

　ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
６

お
知
ら
せ

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況

成
人
式
か
ら
10
年
が
経
ち

　今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
２
分
の
３
成
人
式
。
20
歳
の
成

人
式
か
ら
10
年
が
経
っ
た
、
昭
和

61
年
４
月
２
日
～
昭
和
62
年
４
月

１
日
生
ま
れ
２
４
４
名
を
対
象
に

①
同
級
生
同
士
の
繋
が
り
、
出
会

　い
や
交
流
作
り

②
30
歳
の
視
点
で
「
故
郷
の
地
域

　活
性
化
」
を
深
く
考
え
て
も
ら

　う
こ
と
で
、「
Ｕ
タ
ー
ン
及
び

　定
住
へ
の
意
識
作
り
」

③
町
の
魅
力
や
良
さ
を
発
見
し
、

　再
認
識
す
る
「
か
わ
に
し
フ
ァ

　ン
の
拡
大
」

を
目
的
に
実
施
し
、
77
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　１月６日㈯「２分の３成人式」が浴浴センターまどかで開催され、昭和 61年４月２日～昭和 62年４月
１日生まれのみそじんたち 77名が再会を懐かしみながら、これからの新たな決意を胸にしました。
　開催にあたり、対象者の中から組織された実行委員のみなさんが準備を行い、式典・懇親会ともに和やか
な雰囲気の中、笑顔あふれる１日となりました。

２分の３成人式　ふるさとで盛大に開催
　～30歳。川西町を見つめなおすきっかけに～

若
者
た
ち
の
想
い
を
形
に

　今
年
度
の
式
典
も
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
対
象
者
の
中
か
ら
実

行
委
員
を
組
織
し
て
、
企
画
か
ら

当
日
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
企
画
段
階
で
は
、
初

開
催
だ
っ
た
昨
年
度
の
実
行
委
員

の
方
々
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き

な
が
ら
「
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ

う
に
」
と
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
当
日

の
式
典
も
、
懇
親
会
も
終
始
笑
顔

の
絶
え
な
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
１
日
で
し
た
。

　ま
た
、
恩
師
で
あ
る
加
藤
孝
浩

先
生
（
当
時
１
中
）、
半
田
俊
一

先
生
（
当
時
１
中
）、
横
山
照
彦

先
生
（
当
時
２
中
）、
後
藤
亜
矢

子
先
生
（
当
時
玉
庭
中
）
に
も
式

典
、
懇
親
会
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
た
ち
は
、
立
派

な
大
人
に
な
っ
た
教
え
子
た
ち
に

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

平成３０年２月１５日
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グ
リ
ー
フ
ケ
ア
講
演
会

▼
日
時
：
３
月
15
日
㈭
　

　午
後
2
時
～
3
時
30
分

▼
会
場
：
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
　

　３
階
視
聴
覚
室

▼
対
象
者
：
大
切
な
人
を
亡
く
さ

　れ
た
方
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
関

　心
が
あ
る
方
ど
な
た
で
も

▼
定
員：１
３
０
名
（
参
加
無
料
）

▼
申
込
：
3
月
7
日
㈬
締
切
（
定

　員
に
な
り
次
第
終
了
）

▼
内
容
：

○
講
演

　「死
別
の
悲
し
み
と
共

　に
生
き
る
～
悲
嘆
に
寄
り
添
う

　グ
リ
ー
フ
ケ
ア
～
」

○
講
師

　

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所

　副
所
長

　伊
藤
高
章

　氏

▼
申
込
み
・
問
県
精
神
保
健
福
祉

　セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
３
ー
６
７
４
ー
０
１
３
９

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用

拡
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　地
域
の
重
要
な
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用

促
進
の
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
：
年
３
月
17
日
㈯

　午
後
3
時
～

▼
会
場
：
道
の
駅
川
の
み
な
と
長

　井
　展
示
ス
ペ
ー
ス

▼
内
容
：

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
テ
ー
マ
】

　「沿
線
住
民
が
フ
ラ
ワ
ー
長
井

　線
を
利
用
す
る
た
め
に
は
」

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　

　沿
線
２
市
２
町
の
利
用
者
代
表

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】

　

○
長
井
市
長

　内
谷

　重
治
氏

○
山
形
鉄
道
株
式
会
社

　代
表

　取
締
役
社
長

　中
井

　晃
氏

▼
そ
の
他
：
参
加
費
無
料
、
事
前

　申
込
不
要
で
す
。

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
、
ア
ン
ケ

　ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
方

　に
は
「
山
鉄
鉄
道
グ
ッ
ズ
」
を

　プ
レ
ゼ
ン
ト
！

問
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協

　議
会
事
務
局
（
長
井
市
地
域
づ

　く
り
推
進
課
）

☎
０
２
３
８
ー
87
ー
０
８
１
７

小
松
幼
稚
園
児
童
セ
ン

タ
ー
竣
工
記
念
行
事

　認
定
こ
ど
も
園
小
松
幼
稚
園
児

童
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
記
念
し
、

あ
の
「
魔
女
の
宅
急
便
」
の
原
作

者
、角
野
先
生
を
お
迎
え
し
ま
す
。

参
加
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。
ど

な
た
で
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
：
3
月
3
日
㈯
　

　午
前
10
時
10
分
～

▼
会
場
：
小
松
幼
稚
園
児
童
セ
ン

　タ
ー

▼
講
師
：「
魔
女
の
宅
急
便
」

　原
作
者
、
童
話
作
家

　
　
　
　
　
　
　角
野
栄
子
先
生

問
認
定
こ
ど
も
園
小
松
幼
稚
園

☎
42
ー
２
４
３
６

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と

　

相
談
会
in
米
沢

▼
期
日
：
3
月
5
日
㈪

▼
内
容
：

○
午
前
11
時
00
分
～

　セ
ミ
ナ
ー

　「面
接
に
向
け
て
自
分
自
身
の

　こ
と
を
話
し
て
み
よ
う
！
」

※
要
事
前
申
込
・
定
員
5
名

○
正
午
～
午
後
2
時

　個
別
相
談
会

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
可
。

▼
会
場
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

▼
対
象
：
就
職
を
考
え
て
い
る
子

　育
て
中
の
女
性 

※
受
講
中
や
相
談
中
は
同
室
で
保

　育
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お

　預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

　

　山
形 

☎
０
２
３
ー
６
６
５
ー
５
９
１
５

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

一
人
で
悩
み
を
抱
え
な
い
で
、
ま

ず
は
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

○
電
話
番
号

☎
０お

こ
な
お
う

５
７
０
ー
０ま

も
ろ
う
よ

６
４
ー
５こ

こ

ろ
５
６

※
P
H
S
電
話
、
I
P
電
話
、

　プ
リ
ペ
イ
ド
式
携
帯
電
話
、
列

　車
公
衆
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

　ま
せ
ん
。

※
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
も

　相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
７
０
６
０

▼
受
付
期
間
：
３
月
１
日
㈭
～
７

　日
㈬

　午
前
９
時
～
午
後
5
時

▼
期
間
以
外
の
相
談
受
付
：

　平
日
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

　１
時
～
５
時
（
祝
祭
日
年
末
年

　始
を
除
く
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
：

　電
話
相
談
や
来
所
相
談
が
困
難

　な
方
を
対
象
と
し
た
相
談
で

す
。
詳
し
く
は
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
精
神

　
　
　
　
　保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
７
４
ー
０
１
３
９

催

　
　
し

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
3
月
15
日
㈭
　

　午
後
1
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
5
階

　5
0
3
会
議
室

▼
定
員：3
名
（
1
人
40
分
程
度
）

▼
申
込
・
問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜

　事
務
所

☎
24
ー
２
３
３
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
被
害
者

支
援
活
動
員
の
募
集

　（公
社
）
や
ま
が
た
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
犯
罪
や
事
故

等
の
被
害
者
と
そ
の
ご
家
族
の
悩

み
の
軽
減
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
更

な
る
充
実
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
活
動
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
人
員
：
25
歳
以
上
の
心
身
と
も

　に
健
康
な
方
10
名

▼
業
務
内
容
：

○
電
話
相
談

　月
２
回
程
度
の
電
話
相
談

○
直
接
支
援

　裁
判
、
病
院
へ
の
付
添
な
ど

※
医
療
・
教
育
・
福
祉
・
司
法
分

　野
で
の
経
験
あ
る
方
歓
迎

▼
募
集
期
間
：
３
月
１
日
㈭
～

　４
月
15
日
㈰

募

　
集

相

　
談

出身中学校 氏　　名 備　　考

第 1中

奥村　稔彦 副実行委員長
芳村　碧 旧姓：鈴木
平間　和也
小関　孝大
河内　照美
大沼　建
佐藤　真奈美 旧姓：遠藤

第 2中

遠藤　香
遠藤　礼基
淀野　拓也
原田　佑美 旧姓：髙橋
若林　英祐 実行委員長
中川　未興

玉庭中
小林　恵二 旧姓：貝沼
中川　秀人 副実行委員長

2 分の 3成人式実行委員名簿（敬称略）

若
者
が
住
み
続
け
た
い
町
に

　式
典
で
実
施
し
た
「
30
歳
の
主

張
」
で
は
、「
川
西
町
は
子
育
て

し
や
す
い
町
だ
」
や
「
町
外
に
住

ん
で
改
め
て
川
西
町
の
良
さ
が
分

か
っ
た
」
な
ど
と
と
い
っ
た
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　一
方
で
、
平
成
26
年
度
の
デ
ー

タ
で
は
、
20
歳
代
の
転
入
・
転
出

者
数
が
57
名
の
転
出
超
過
で
あ
る

な
ど
、
若
い
世
代
が
い
か
に
「
川

西
町
に
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え

る
よ
う
な
町
に
す
る
か
が
課
題
と

い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
町
民
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
回
出
席
さ
れ
た
方
々
に
と
っ

て
、
こ
の
式
典
が
「
川
西
町
に
つ

い
て
考
え
る
」
き
っ
か
け
に
な
り
、

町
内
、
町
外
の
方
も
「
も
っ
と
い

い
町
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
考
え

を
持
ち
、
今
ま
で
以
上
に
自
分
の

故
郷
の
事
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
川
西
町
を
引
っ

張
っ
て
い
く
み
な
さ
ん
。
一
緒
に

い
い
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平成３０年２月１５日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

広
域
的
な
取
り
組
み

　立
春
が
過
ぎ
て
も
低
温
、
降
雪
が
続
き
春

の
訪
れ
は
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
。
町
の
除
雪

費
は
予
算
を
使
い
切
り
、
補
正
の
段
取
り
を

し
て
い
ま
す
。
先
月
の
吹
猛
雪
に
は
た
く
さ

ん
の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
何
回
除

雪
し
て
も
追
い
付
か
な
い
状
況
で
し
た
。
ま

た
農
業
施
設
、
果
樹
な
ど
に
も
被
害
が
発
生
、

雪
害
低
温
対
策
本
部
を
設
置
し
、
こ
れ
以
上

被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。
み
な
さ
ま
も
雪
下
ろ
し
や
交
通
に
は

十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　10
年
前
に
市
町
村
合
併
推
進
が
終
了
し
て

か
ら
、
人
口
５
万
人
以
上
の
都
市
を
中
心
に
、

近
隣
市
町
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
行
政
課

題
に
取
り
組
む
定
住
自
立
圏
構
想
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
合
併
に
は
町
を
二
分

す
る
よ
う
な
意
見
対
立
が
生
じ
や
す
い
の
で

す
が
、
定
住
自
立
圏
で
は
、
中
心
市
が
「
中

心
市
宣
言
」
を
公
表
し
、
そ
の
周
辺
の
市
町

村
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
か
ら
中
心
市

と
合
意
で
き
る
も
の
を
選
び
、
協
定
を
結
び
、

事
業
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。
事
業
に
対
し

国
か
ら
財
政
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
ご
み
処

理
や
電
算
共
同
化
、
消
防
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
事
業
、
人
材
育
成
な
ど
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
三
市
五
町
は
そ
れ
ぞ

れ
に
行
政
課
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
新
た
な
事

業
を
取
組
む
に
は
大
変
な
労
力
と
時
間
が
必

要
で
す
。
置
賜
定
住
自
立
圏
は
、
中
心
市
と

な
る
米
沢
市
と
独
自
に
協
定
が
締
結
で
き
れ

ば
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意

味
で
は
、
市
町
村
合
併
や
事
務
組
合
と
比
べ

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の
低
い
制
度
で
す
。

　現
在
米
沢
市
が
「
中
心
市
宣
言
」
の
準
備

を
進
め
、
同
時
に

⑴
生
活
機
能
の
強
化

⑵
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

⑶
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

　の
３
分
野
18
事
業
の
協
定
項
目
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
先
行
し
て
広
域
観
光
の
推
進
と

米
沢
牛
の
振
興
発
展
に
つ
い
て
各
市
町
の
担

当
者
に
よ
る
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、

各
市
町
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対

策
や
若
者
の
定
着
な
ど
は
広
域
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
り
、
積
極
的
に
参
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
虚

心
坦
懐
、
各
市
町
と
の
信
頼
、
協
力
関
係
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　　　　

  

　

第
70
回

　み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

　１
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
鈴
木
篤
史
で

す
。
出
身
は
隣
の
米
沢
市
で
す
。

　昨
年
の
夏
、
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
運
営
に
携

わ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
川
西

町
の
方
々
の
パ
ワ
ー
や
温
か
さ
に
触

れ
、
川
西
町
の
方
々
と
一
緒
に
町
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
！
と
思
っ
た

の
が
応
募
の
き
っ
か
け
で
す
。

　川
西
町
に
引
っ
越
し
て
約
一
か
月

に
な
り
ま
す
が
、
各
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
の
方
々
や
先
輩
隊
員
に
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
と
人
を
覚

え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　体
を
動
か
す
こ
と
や
い
ろ
ん
な
人

と
交
流
す
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

今
後
、
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
川
西
町
の
魅
力
を
発
見
し
、

発
信
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴木　篤
あつし
史 (34)

・山形県米沢市出身
・昭和５８年 7月 5日生まれ

協
力
隊
の
活
動
の
様
子
は

　
　
　
　
　
　
　
　コ
チ
ラ
か
ら
！

　
　
　ちま
る
デ
ザ
イ
ン
室

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マ
イ
ス
タ
ー
紹
介

消
防
活
動
報
告

デ
マ
ン
ド
交
通

年
金
・
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

各
種
委
員
募
集

水
質
調
査
結
果

文
化
財

商
品
券
使
用
期
限

健
康
福
祉
①

健
康
福
祉
②

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

人
事
行
政
の

運
営
状
況

町報かわにし　6平成３０年 2月１５日

地
方
で
起
業
す
る
た
め
に

　私
が
協
力
隊
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
地
方
の
田

舎
で
起
業
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、

田
舎
暮
ら
し
が
お
も
し
ろ
そ
う
だ

と
い
う
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
場
所

を
考
え
た
時
に
、
米
沢
市
の
大
学

を
卒
業
し
た
こ
と
も
あ
り
、
米
沢

市
の
隣
の
町
で
な
じ
み
が
あ
っ
た

こ
と
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

見
て
、
自
由
に
活
動
で
き
そ
う
だ

と
感
じ
て
、
川
西
町
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　協
力
隊
３
年
目
だ
っ
た
昨
年
は
、

茅か
や
ぶ
き葺

技
術
の
習
得
に
時
間
を
割
き

ま
し
た
。
ま
た
、
林
業
や
里
山
で

の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
玉
庭
地
区
の
里
山
活
動
へ
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
山
菜
採
り
や
き
の
こ
採

り
、
炭
焼
き
、
狩
猟
な
ど
も
行
い

ま
し
た
。

れ
ま
す
し
、
気
に
か
け
て
も
ら
え

て
い
る
の
は
移
住
者
の
私
に
と
っ

て
と
て
も
あ
り
が
た
い
事
で
す
。

そ
の
よ
う
な
人
柄
の
み
な
さ
ん
と

接
し
て
い
る
う
ち
に
「
任
期
終
了

後
も
定
住
し
よ
う
」
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
茅か

や
ぶ
き葺

の
技
術
を
勉
強
し

て
き
た
の
で
、
茅か

や
ぶ
き葺

の
依
頼
も
増

え
て
き
て
、
そ
の
仕
事
を
通
し
て

の
繋
が
り
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と

も
定
住
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、
協
力
隊
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
ど
の
活
動
も
ま
だ
ま
だ
途

中
の
段
階
で
、
新
た
に
挑
戦
し
た

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
そ
の
挑
戦
を
実
現
で
き

る
環
境
が
川
西
町
に
は
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

活動をとおして挑戦したいことができた。
その挑戦を川西町で実現させたい

柚
ゆのき
木　大

だいすけ
祐さん

（福岡県出身　玉庭在住）

元地域おこし協力隊（地域づくり）
Ｈ２９．１１月から玉庭地区に定住

任
期
後
も
川
西
町
に
住
み
続
け
る

先
輩
隊
員
の
ホ
ン
ネ

　川
西
町
で
は
、
今
ま
で
10
人
が
任
期
を
終
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
定
住
に
結
び
付
い
た
例
は
４
名
で
、
う
ち
３
名
が
今
年
度
任
期
を
終
え

た
人
た
ち
で
す
。

　そ
の
一
人
で
あ
る
柚
木
大
祐
さ
ん
に
、
な
ぜ
玉
庭
地
区
に
定
住
す
る
こ

と
を
選
ん
だ
の
か
、
そ
の
理
由
を
伺
い
ま
し
た
。

定
住
の
き
っ
か
け
は

　「繋
が
り
」
と
「
可
能
性
」

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
て
き
て
、
思
っ
た
以

上
に
町
の
み
な
さ
ん
と
の
繋
が
り

が
で
き
ま
し
た
。
町
の
み
な
さ
ん

は
、
適
度
な
距
離
感
で
接
し
て
く

茅
かやぶき
葺や里山活動をとおし、さまざまなスキルを身に付けた柚木さん

町報かわにし　24平成３０年２月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●３月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

● 3 月のおはなし会　おはなしのへや
　3月 10日㈯　午前 11時～ 11時 30分
　おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

こどもの本

おとなの本
『大獄　西郷青嵐賦』

　　　　　　　葉室麟著　文藝春秋刊

『世界を救うパンの缶詰』　
　　　　　　菅聖子・文　やましたこうへい・絵　ほるぷ出版刊

　数多くの歴史小説を描いた葉室
麟氏。昨年12月にたくさんのファ
ンに惜しまれながら亡くなられま
した。歴史小説に人生を賭した葉
室氏。日本と薩摩の未来に身命を
賭した西郷隆盛。葉室氏を偲びつ
つお楽しみください。

　災害時の非常食といえば乾パンが有
名ですが、実は長期保存ができるやわら
かくておいしいパンの缶詰もあります。
この本では震災をきっかけにパンの缶
詰を産んだ秋元さんが被災地へ、そし
て飢餓で悩む国へパンを届けるまでの
努力と挑戦の物語です。

●遅筆堂文庫読書会
　３月４日㈰　午後 2時～

●井上ひさし展示室　【企画展】
　「吉里吉里忌＜生活者大学校 2018＞」で
　憲法を考える

●編集講座「綴り方教室」
　３月３日㈯　午後１時３０分～　
　聴講のみも可能。受講料 1000円。

春待ち音楽祭２０１８

　さまざまなジャンルの音楽家が集う、入場無料の演
奏会です。
　同時開催の春待ち市とあわせて、春を待つ暖かな日
をプラザでお過ごしください。

2 月 24 日㈯・25 日㈰ 午前 10 時～

プラザ子ども演劇祭
３月１1 日㈰　午後２時開演

【出演団体】
○よねざわ市民ミュージカル　伝国座
○小国町子ども落語教室
○川西町フレンドリープラザ附属子ども演劇教室

　プラザ附属演劇学校
シニアコース６期生修了公演

３月１８日㈰　午後２時開演

子ども演劇教室・シニア演劇コース
平成３０年度受講生募集中 !

　来年度の各コース受講生を募集しています。
　詳細はプラザのホームページをご覧ください。

　プラザ附属演劇学校シニアコースの 1年間の成果
を披露します。コントあり、個人発表あり、頑張るシ
ニアの仲間たちがみなさんに元気をお届けします。

　置賜各地から文化活動に励
む子供たちが集まります。
ミュージカル・落語・演劇に
一生懸命取り組む子どもたち
の姿をぜひご覧ください。

入
場
無
料
！

入
場
無
料
！

7　町報かわにし 平成３０年２月１５日

ヨ
ソ
モ
ノ
・
ワ
カ
モ
ノ
の

　
　
　
　
　定
住
に
向
け
て

　今
回
、
協
力
隊
の
み
な
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

任
期
終
了
後
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
や
支
え

が
、
定
住
し
て
い
く
た
め
に
は
必

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　任
期
中
は
も
ち
ろ
ん
、
任
期
後

定
住
に
結
び
付
い
た
方
々
も
、
見

ず
知
ら
ず
の
土
地
に
移
り
住
み
、

見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
の
中
で
暮

ら
し
て
い
く
に
は
相
当
な
覚
悟
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
ヨ

ソ
モ
ノ
・
ワ
カ
モ
ノ
た
ち
が
定
住

し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し
た

収
入
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
川
西

町
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
と
の
友

好
な
関
係
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
仕
事
や
生
活
で
の

悩
み
、
雪
国
で
暮
ら
す
知
恵
な
ど
、

ふ
と
し
た
時
に
頼
れ
る
の
は
身
近

な
み
な
さ
ん
で
す
。

　今
後
、
町
で
協
力
隊
を
見
掛
け

た
ら
「
な
に
し
っ
た
ん
や
～
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一

言
の
積
み
重
ね
が
、
ヨ
ソ
モ
ノ
・

ワ
カ
モ
ノ
の
定
住
に
繋
が
り
、
ま

す
ま
す
活
力
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
。

特集：地域おこし協力隊に迫る！

ヨ
ソ
モ
ノ
・
ワ
カ
モ
ノ
を
受
け
入
れ
た
そ
の
先
に

地
域
住
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト

　協
力
隊
の
任
期
が
終
わ
っ
た
柚
木
さ
ん
が
、
定
住
の
地
に
選
ん
だ
玉
庭
地
区
。
地
区
で
は
、
柚
木
さ
ん
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
、
受
け
入
れ
た
こ
と
で
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
玉
庭
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の

吉
村
徹
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

地
区
と
し
て
も
う
れ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　移
住
者

　柚
木
さ
ん
は
、
玉
庭
地
区
の
資

源
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で
あ
る

里
山
再
生
事
業
や
N
P
O
法
人

い
こ
い
の
里
で
の
行
事
、
川
崎
市

民
祭
り
、
ヤ
ハ
ハ
エ
ロ
事
業
な
ど
、

玉
庭
地
区
で
開
催
し
て
い
る
多
く

の
行
事
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
住
ん
で
い
る
自

治
会
の
集
ま
り
に
も
積
極
的
に
参

加
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
地
域
の

方
々
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　自
治
会
に
加
入
し
、
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
に
参
加
し
て
く
れ
て

い
る
の
は
、
玉
庭
地
区
の
住
民
と

し
て
あ
り
が
た
い
で
す
し
、
周
り

の
人
に
も
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

物
静
か
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
物

事
を
考
え
て
い
る
柚
木
さ
ん
に
は
、

で
き
れ
ば
こ
の
ま
ま
定
住
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す

▲地域の事業に参加し交流を（川崎市民まつり）

移
住
者
の
視
点
、
提
案
を

　
　
　
　
　新
た
な
産
業
の
ヒ
ン
ト
に玉庭地区交流センター長

　吉村　徹
とおる
さん（玉庭）

新
し
い
視
点
で
玉
庭
の

　
　魅
力
を
教
え
て
く
れ
る

　玉
庭
地
区
は
今
ま
で
15
人
ほ
ど

移
住
者
が
い
て
、
地
域
で
支
え
合

い
な
が
ら
定
住
に
結
び
付
い
て
い

ま
す
。
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
人
口
が
増
え
て
に
ぎ
や
か

に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
に

と
っ
て
も
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
都

会
の
視
点
で
玉
庭
地
区
を
見
つ
め

な
お
し
、
新
し
い
こ
と
を
提
案
し

し
、
玉
庭
地
区
と
し
て
も
で
き
る

限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　一
番
は
収
入
の
面
で
、
例
え
ば

冬
期
間
の
雪
下
ろ
し
や
里
山
の
管

理
、
農
作
業
の
人
足
な
ど
、
地
区

と
し
て
人
手
が
足
り
て
な
い
と
こ

ろ
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
少
し
で

も
収
入
に
結
び
付
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
１
３

て
く
れ
る
の
で
、
玉
庭
の
良
さ
を

再
認
識
す
る
と
同
時
に
、
新
し
い

提
案
が
新
た
な
産
業
に
発
展
す
る

可
能
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。
移
住

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
住
ん

で
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
で
す
。



　2
月
1
日
㈭
、
置
賜
農
業
高
校
ア
グ
リ
サ

イ
エ
ン
ス
部
バ
イ
オ
班
の
6
名
が
役
場
を
訪

れ
、
町
内
の
ダ
リ
ア
農
家
さ
ん
と
共
同
で
栽

培
し
た
冬
咲
き
ダ
リ
ア
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　こ
の
ダ
リ
ア
は
、
高
校
生
た
ち
が
作
っ
た

ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
を
、
ダ
リ
ア
農
家
で
あ

る
齋
藤
弘
史
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
お
借
り
し

て
、
齋
藤
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
育
て
た
も
の
で
す
。

　置
賜
農
業
高
校
の
み
な
さ
ん
、
ウ
イ
ル
ス

フ
リ
ー
苗
の
栽
培
技
術
を
確
立
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲「ミッチャン」のアレンジメント

2/１

冬
咲
き
ダ
リ
ア
栽
培
技
術
の
確
立
を

　
　
　
　
　
　
　～
置
賜
農
業
高
校
生
に
よ
る
冬
咲
き
ダ
リ
ア
の
贈
呈
～

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
中
学
生
で
創
っ
た
音
楽
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
山
響
と
み
ん
な
で
創
る
音
楽
会
in
川
西
～

　2
月
3
日
㈯
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

「
山
響
と
み
ん
な
で
創
る
音
楽
会
in
川
西
」

が
開
催
さ
れ
、山
形
交
響
楽
団
の
生
演
奏
と
、

川
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
奏
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

　こ
の
催
し
は
、
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

あ
る
山
形
交
響
楽
団
が
学
生
た
ち
と
合
奏
す

る
機
会
を
設
け
な
が
ら
、
地
域
の
音
楽
普
及

を
目
指
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　音
楽
会
は
、
山
形
交
響
楽
団
に
よ
る
生
演

奏
の
ほ
か
、
会
場
の
方
が
楽
団
の
指
揮
者
を

体
験
し
た
り
、
特
に
川
西
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
生
徒
た
ち
は
、
前
日
に
楽
団
の
メ
ン
バ
ー

に
直
接
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
音
楽
会

で
一
緒
に
演
奏
し
た
り
と
、
忘
れ
ら
れ
な
い

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▲山形交響楽団と川西中学校吹奏楽部による合奏は、来場者から大きな拍手が巻き起こった

2/3

　１
月
27
日
㈯
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

「
原
木
き
の
こ
植
菌
体
験
」
を
開
催
し
、
25

人
の
方
々
が
、
講
師
の
指
導
の
も
と
、
玉
庭

産
の
ナ
ラ
の
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
を
体

験
し
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用

し
た
「
み
ど
り
豊
か
な
森
林
環
境
づ
く
り
推

進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
の

方
に
森
の
恵
み
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
ね
ら
い
に
町
が
実
施
。参
加
者
か
ら
は「
思

っ
て
い
た
よ
り
も
簡
単
に
で
き
た
。
シ
イ
タ

ケ
が
出
て
く
る
の
が
楽
し
み
」
と
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲シイタケが食べられるのを楽しみに

1/27

シ
イ
タ
ケ
が
出
る
の
を
楽
し
み
に
夢
中
で
植
菌

～
原
木
き
の
こ
植
菌
体
験
～

▲来場者が実際に指揮者を体験する場面も

27　町報かわにし 平成３０年２月１５日 町報かわにし　4平成３０年 2月１５日

地
域
づ
く
り
を

　
　
　
　現
場
で
学
び
た
い

　私
は
、
も
と
も
と
大
学
で
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
を
学
ん
で

い
て
、
川
西
町
に
来
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
第
一
印
象
は
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
若
い
人
た

ち
が
多
く
、「
若
い
人
が
と
て
も

元
気
で
楽
し
そ
う
な
町
」
で
し
た
。

　そ
の
後
、
何
度
か
足
を
運
ぶ
に

つ
れ
、
と
て
も
魅
力
的
な
町
だ
と

思
い
、「
こ
こ
で
地
域
づ
く
り
の

現
場
に
入
っ
て
学
び
た
い
」
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

で
生
活
し
て
い
る
話
題
の
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
そ
の
方
々

を
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
自
主
活
動
と
し
て
、
県

外
の
産
直
市
へ
の
出
店
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。
宮
城
県
石
巻
市
に
行

き
、
川
西
町
の
農
産
物
を
販
売
し
、

物
販
の
手
法
や
、
県
外
の
方
々
に

対
す
る
川
西
町
の
認
知
度
調
査
、

ま
た
直
販
を
と
お
し
て
の
売
り

手
（
生
産
者
）
と
買
い
手
（
消
費

者
）
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
を

体
感
し
て
き
ま
し
た
。
直
接
お
客

様
と
や
り
取
り
す
る
こ
と
で
感
じ

る
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
大

き
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
こ
の
取

り
組
み
を
と
お
し
て
県
外
の
方
と

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
の
で
、

こ
の
繋
が
り
を
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町のみなさんはフレンドリー。
そんな方々が集まれる場づくりをしたい

齋藤　尚
なお
さん

（福島県出身　上小松在住）

で
き
る
よ
う
な
場
が
作
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　き
っ
か
け
は
、
活
動
と
し
て
携

わ
っ
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。
参

加
者
の
多
く
が
、
こ
の
教
室
で
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
を
習
う
の
は
も
ち

ろ
ん
、
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
の
が

楽
し
い
よ
う
で
「
み
ん
な
で
集
ま

れ
る
の
が
楽
し
み
」
と
言
い
う
方

が
大
勢
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

参
加
者
と
の
ふ
れ
合
い
の
中
で
、

生
き
が
い
づ
く
り
や
、
集
ま
れ
る

る
場
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。　私

も
そ
う
で
す
が
、「
い
つ
も

の
メ
ン
バ
ー
」
で
集
ま
れ
る
の
は

な
ん
だ
か
ほ
っ
と
す
る
と
思
う
の

で
、
そ
ん
な
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
活
動
し
て
い
て

若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
の
方
と

な
か
な
か
接
す
る
機
会
が
な
い
の

で
、
そ
う
い
っ
た
方
と
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
で
す
。

町おこしに取り組む
10人の協力隊たち

　川
西
町
で
活
動
し
て
い
る
協
力
隊
が
、
ど
う
し
て
川
西
町
を
活
動
の
場

所
に
選
ん
だ
の
か
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
の
か
。
ま
も
な

く
２
年
目
を
迎
え
る
齋
藤
尚
隊
員
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
制
度
を
紹
介
さ
れ
、

「
協
力
隊
と
し
て
川
西
町
で
地
域

づ
く
り
を
学
び
た
い
」
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　川
西
町
で
協
力
隊
と
し
て
１
年

活
動
し
た
わ
け
で
す
が
、
今
年
度

は
主
に
玉
庭
地
区
、
東
沢
地
区
、

小
松
地
区
で
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
玉
庭
地
区
で
は
、
高
齢
者

向
け
の
サ
ロ
ン
開
催
と
高
齢
者
宅

の
見
回
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東

沢
地
区
で
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
か
ら
紹
介
を
受
け
、
東
沢
地
区

「
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
」
が

　
　
　
　集
ま
れ
る
場
所
を

　私
は
、協
力
隊
の
任
期
中
に「
み

ん
な
が
集
ま
れ
る
場
づ
く
り
」
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

共
通
の
趣
味
を
も
つ
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
ワ
イ
ワ
イ
活
動

▶任　　期：平成 29年 4月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：高齢者支援・情報発信

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
を
受
賞

～
平
成
29
年
度
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
～

▲左から
　安部美知子さん、加藤弘子さん、近野ユキ子さん

1/1１

　1
月
11
日
㈭
、「
平
成
29
年
度
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
た
町
民
生
委
員
の
加
藤
弘
子
さ
ん
（
上

小
松
）、
安
部
美
知
子
さ
ん
（
下
小
松
）
及

び
主
任
児
童
委
員
の
近
野
ユ
キ
子
さ
ん
（
吉

田
）
が
、受
賞
の
報
告
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
さ
れ
た
３
名
は
、
こ
れ
ま
で
４
期
12

年
と
い
う
多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域
住
民
の
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ

り
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

う
め
や
様
か
ら
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

～
寒
だ
ら
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
～

▲渡部社長（写真右）と鈴木店長（写真左）

１/24

　1
月
24
日
㈬
、
株
式
会
社
う
め
や
代
表
取

締
役
社
長
の
渡
部
俊
二
さ
ん
と
川
西
店
店
長

の
鈴
木
裕
司
さ
ん
が
来
庁
さ
れ
、
1
月
21
日

㈰
に
開
催
さ
れ
た
寒
だ
ら
ま
つ
り
で
の
収
益

と
、
う
め
や
様
か
ら
の
寄
付
金
あ
わ
せ
て
5

万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　株
式
会
社
う
め
や
様
は
、
毎
年
寒
だ
ら
ま

つ
り
を
開
催
し
て
い
て
、
ど
ん
が
ら
汁
を
一

杯
３
０
０
円
で
販
売
し
た
収
益
を
寄
付
金
と

し
て
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
株
式
会

社
う
め
や
の
み
な
さ
ん
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

力
を
合
わ
せ
て
合
格
を
勝
ち
取
れ
！

～
川
西
中
３
年
生
に
合
格
祈
願
の
鉛
筆
を
寄
贈
～

　1
月
24
日
㈬
、
川
西
中
学
校
で
受
験
激
励

会
が
開
催
さ
れ
、N
E
X
T
か
わ
に
し
（
会

長
：
曽
根
原
良
一
さ
ん
）
か
ら
、
合
格
祈
願

の
五
角
形
鉛
筆
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
鉛
筆
は
、「
受
験
生
の
気
持
ち
の
支

え
に
な
れ
ば
」
と
の
想
い
か
ら
、（
株
）
三

菱
鉛
筆
山
形
工
場
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
合

格
に
か
け
た
五
角
形
鉛
筆
を
紅
白
3
本
セ
ッ

ト
に
し
、
1
月
1
日
午
前
1
時
に
諏
訪
神
社

に
て
ご
祈
祷
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　受
験
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
努
力

と
仲
間
と
の
絆
を
信
じ
て
、
受
験
に
立
ち
向

か
っ
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
ば
れ
！

▲「心願成就」の封筒に入った五
ごうかく
角形鉛筆

１/24

有
限
会
社
山
形
川
西
産
直
セ
ン
タ
ー
が

　
　
山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
を
受
賞
！

　1
月
25
日
㈭
、
有
限
会
社
山
形
川
西
産
直

セ
ン
タ
ー
（
代
表
取
締
役：平
田
勝
越
さ
ん
）

が
、
地
域
の
環
境
を
生
か
し
優
れ
た
経
営
等

を
実
践
し
て
い
る
先
駆
的
な
農
業
者
等
を
表

彰
す
る
「
山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
」
の
受

賞
報
告
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　有
限
会
社
山
形
川
西
産
直
セ
ン
タ
ー
さ
ん

は
、
全
国
規
模
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
金

賞
受
賞
、
和
牛
繁
殖
部
門
で
の
従
業
員
負
担

軽
減
の
取
り
組
み
、
ま
た
、
代
表
の
平
田
さ

ん
が
、
現
在
山
形
県
農
業
法
人
会
の
会
長
を

務
め
、
加
入
48
社
を
牽
引
し
て
い
る
な
ど
の

功
績
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▲（有）山形川西産直センター平田社長
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特集：地域おこし協力隊に迫る！

み
な
さ
ん
の
温
か
さ
は

　
　移
住
者
に
必
要
な
も
の

　川
西
町
に
協
力
隊
と
し
て
赴
任

し
た
当
初
は
、
う
ま
く
な
じ
め
る

か
不
安
で
し
た
が
、
最
初
か
ら
気

に
か
け
て
も
ら
い
、
す
ご
く
優
し

く
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
物
腰
が

柔
ら
か
く
、
柔
軟
性
の
あ
る
方
々

が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
親
世

代
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
多
い
せ

い
か
、
み
な
さ
ん
に
育
て
て
も

ら
っ
て
い
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

移
住
者
の
私
に
と
っ
て
、
こ
の
く

ら
い
溶
け
込
み
や
す
い
の
は
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　一
方
で
、
今
後
も
定
住
し
て
い

く
に
は
、
任
期
後
の
「
仕
事
」
が

不
安
に
感
じ
て
い
ま
す
。
生
活
し

て
い
く
に
は
安
定
し
た
収
入
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
同
じ
く
ら
い
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
近

所
や
同
世
代
と
の
つ
な
が
り
は
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、

み
な
さ
ん
は
と
て
も
温
か
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
の
知
恵
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
先
輩
移
住
者
が

い
る
の
も
心
強
い
で
す
。
私
の
よ

う
な
移
住
者
に
と
っ
て
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
温
か
い
人
柄
は
、
そ
の

地
で
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。

鎌田　寿
ひさし
さん（東京都出身）

▶任　　期：平成 27年 4月～
▶活動地域：玉庭地区
▶活動内容：農業研修生

久保木　崇
たかし
さん（埼玉県出身）

▶任　　期：平成 27年 5月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：ゆるキャラ活動

窪村　郁
いくこ
子さん（米沢市出身）

▶任　　期：平成 27年 5月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：脳若トレーニング

加藤　昇
のぼる
さん（東京都出身）

▶任　　期：平成 28年 4月～
▶活動地域：玉庭地区
▶活動内容：農業研修生

松山　薫
かおる
さん（福島県出身）

▶任　　期：平成 28年 4月～
▶活動地域：小松地区
▶活動内容：農業研修生

松山　緩
ひろこ
子さん（福島県出身）

▶任　　期：平成 28年 4月～
▶活動地域：小松地区
▶活動内容：農業研修生

山内　七
ななみ
海さん（愛知県出身）

▶任　　期：平成 28年 4月～
▶活動地域：遅筆堂文庫
▶活動内容：遅筆堂文庫研究員

大坪　聡
そういちろう
一郎さん（宮崎県出身）

▶任　　期：平成 29年 6月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：各種デザイン

鈴木　篤
あつし
史さん（米沢市出身）

▶任　　期：平成 30年 1月～
▶活動地域：町内全域
▶活動内容：高齢者支援

川西町で活躍する１０名の地域おこし協力隊を紹介します！
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２月の町税等 川西町の人口

15,482 人　（－ 34）
男　　　7,578 人（－ 23）
女　　　7,904 人（－ 11）
世帯数　5,108 世帯 ( － 1)

※１月末日現在の住民基本台帳人口

●国民健康保険税（８期）
●介護保険料（８期）
●後期高齢者医療保険税（８期）
●水道・下水道料金（１月概算分）
口座振替日　２月２８日㊌
納付期限　　２月２８日㊌

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

◆町公式フェイスブック◆
町の出来事など、新鮮な情報をあなたのお手元に。まず
は「いいね」を！

【おめでとう そして ありがとう】
は、１月に掲載の申し込みがあっ
た方のみ掲載しています。
　氏名は、申込書のとおり掲載し
ていますので、戸籍や住民基本台
帳の表記と異なる場合があります。

…1月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

太田ミツヨ ８３ 大　舟
今野　とも １０２ 上小松
荘司　紘一 ７７ 上小松
髙石　末次 ７６ 下奥田
大河原竹始 ８７ 高豆　
伊藤　コウ ９０ 高　山
関　　昭夫 ８６ 時　田
山口　光男 ８７ 小　松
安部　ヨン ９８ 西大塚
田宮　恒雄 ９１ 玉　庭
渡部　なつ ９２ 大　塚
　倉惠美子 68 上小松
伊藤　　勉 ７５ 上小松
渡部　一榮 ８８ 尾長島
鈴木　吉弘 ６６ 大　塚
大友　德弥 ８７ 尾長島

寒河江マサ子 ８１ 莅
金子　建一 ８0 中小松
橋本　誠二 ８５ 上小松
長谷部孝一 ８５ 中小松
金子　勇次 ８１ 中小松
寒河江隆生 ８６ 堀　金
長谷川忠男 ８０ 上小松
石井　義信 ８０ 西大塚
小方　ヒデ ８８ 上奥田
金子　直次 ８０ 上小松

氏名 性別 保護者 大字

梅津　陽
よ う た

太 男 智史 ・ 香奈 小　松

長岡　愛
ま な や

也 男 聡 ・ 照美 中小松

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ２名

ご冥福を祈ります

毎
月
掲
載
募
集
中
！

「わが家のおぼご」小学校入学前のお子さん大募集（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名」「連絡先」「お子さんの名前（ふり
仮名付）・年齢」「メッセージ（２0 字前後）」を記入し、写真をメール
で送付ください。▶３月号募集期間：２月 15 日㈭～ 3 月 5 日㈪
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

松
岡
　晴は

る
た
か陽
く
ん
（
６
歳：上
）

　
　泰ひ

ろ
た
か陽

く
ん
（
３
カ
月
：
下
）

ぼ
く
に
弟
が
で
き
た
よ

（
松
岡
健
　希
衣
子
：
西
大
塚
）

奥
村
　聖こ

う
きく
ん
（
５
歳
：
左
）

　
　海か

い
せ
い聖
く
ん
（
１
歳
：
右
）

わ
れ
ら
、
わ
ん
ぱ
く
兄
弟
プ
ラ
ス

１
（
わ
ん
）

（
奥
村
将
基
　唯
：
高
豆
　）

鈴
木
　莉り

こ来
ち
ゃ
ん
（
６
歳：右
）

　
　
　
　瑠る

い心
く
ん
（
４
歳
：
左
）

い
つ
も
ケ
ン
カ
ば
か
り
だ
け
ど
、
本

当
は
仲
良
し
で
す
。

（
鈴
木
裕
司
　実
加
：
上
小
松
）

町報かわにし　2平成３０年 2月１５日

　「地域おこし協力隊」は、平成 21年度の制度開始以降、平成 28年度には全国で約 4,000 人が活動
し、川西町では平成２９年度に県内最多 12名を委嘱しています。今月号では、町で活躍している隊員や、
任期を終えた元隊員を特集し、地域おこし協力隊に迫ります。
　地域おこし協力隊とはなにか、そして、移住者がみなさんの地域に来ることによってどのようなメリッ
トがあるのか、一緒に考えてみましょう。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊（
以
下「
協

力
隊
」）
と
は
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
む
地
方
に
お
い
て
、
地

域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
そ
の
後
の
定
住
・

定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
の
制
度
で
す
。
任
期
は
お
お
む

ね
１
年
以
上
、
最
長
で
３
年
間
と

な
っ
て
い
て
、
任
期
中
は
、
町
か

ら
報
酬
の
ほ
か
、
住
居
や
車
が
貸

し
出
さ
れ
、
活
動
に
係
る
経
費
も

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
協
力
隊

に
係
る
事
業
費
は
、
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
に
よ
り
財
政
支
援
さ
れ

ヨソモノ・ワカモノが町を変える？！

地域おこし協力隊に迫る

全国 うち山形県 うち町（※）
H23年度 413 25 2
H24年度 617 33 5
H25年度 978 44 5
H26年度 1,511 52 6
H27年度 2,625 75 7
H28年度 3,978 106 11
H29年度 ー ー 12

３
年
の
任
期
で
町
お
こ
し

全国の地域おこし協力隊　隊員数の推移（人）

▲地域づくりメンバーの支援活動の一つ、東沢地区ホームページの更新をセンター職員と協力して行う

※年度途中に任期を終えた隊員を含む

町報かわにし　28平成３０年２月１５日

味噌けんちん汁

✿ 材料＜４人分＞
○そばの実　　　　　　　　○ねぎ
○水　　　　　　　　　　　○しめじ
○大根　　　　　　　　　　○厚揚げ
○にんじん　　　　　　　　○だし汁
○ごぼう　　　　　　　　　○味噌

✿ 作り方
①鍋に A を入れ、中火にかける。ふきこぼれないように
　火加減を調整しながら１０分程度煮て湯を切る。水で
　もみ洗いしながらぬめりをとる。
②大根とにんじんは厚さ５ｍｍ程度のいちょう切りにし、
　ごぼうは半月に切る。
③ねぎは輪切りにする。しめじは石づきを取ってほぐす。
④厚揚げは１ｃｍ厚に切り、長さを半分に切る。
⑤鍋にだし汁と②を入れて煮る。野菜に火が通ったら、　
　①と③、④を入れ、ひと煮たちしたらみそを溶き入れる。

みんなで
食 育

１／２カップ
2カップ
８０ｇ
２０ｇ
２０ｇ

おなかに優しく
　よく噛んで食べ物が細かく砕かれ、だ液もた
くさん出ることで、胃や腸での消化を助けます。

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

よく噛んで
　おいしく
　　食べよう

「
ご
飯
に
盃
１
杯
」
試
し
て
み
て

　そ
ば
を
加
工
し
て
「
そ
ば
の
実
」
と
し

て
販
売
し
て
か
ら
10
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　昨
年
６
月
に
あ
る
番
組
で
紹
介
さ
れ
て

か
ら
、
そ
ば
の
実
が
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　盃
１
杯
の
そ
ば
の
実
を
ご
飯
に
入
れ
て

一
緒
に
炊
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。 大河原　弘

ひろし
さん

（朴沢）

　今
月
の
旬
の
食
材
は「
そ
ば
の
実
」で
す
。

「
そ
ば
の
実
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
そ

ば
（
蕎
麦
）
の
実
に
つ
い
て
い
る
黒
色
の

外
皮
「
そ
ば
殻
」
を
と
っ
た
そ
の
ま
ま
の

も
の
で
、
そ
ば
粉
に
な
る
前
の
段
階
の
粒

（
種
子
）
の
状
態
の
も
の
を
言
い
ま
す
。

　「そ
ば
」
と
い
え
ば
、
麺
に
し
て
食
べ

る
の
が
お
馴
染
み
で
す
が
、
実
の
中
心
よ

り
も
外
側
に
行
く
ほ
ど
栄
養
価
が
高
く
な

り
香
り
や
旨
み
成
分
が
多
く
、「
そ
ば
殻
」

を
除
い
た
「
そ
ば
の
実
」
に
は
、
胚
芽
や

胚
乳
部
分
も
含
ま
れ
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ア

ミ
ノ
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
を
中
心
と
す
る

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
が
豊

富
に
含
ま
れ
た
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
し
て

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　野
菜
と
一
緒
に
サ
ラ
ダ
に
す
る
も
よ
し
、

ご
飯
と
一
緒
に
炊
い
て
食
べ
る
の
も
よ
し
、

い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
注
目
を
浴

び
て
い
る
そ
ば
の
実
。
ぜ
ひ
、
か
わ
に
し

森
の
マ
ル
シ
ェ
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
楽

し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

海
外
モ
デ
ル
に
も
大
人
気
の

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０

４０ｇ
４０ｇ
８０ｇ

８００ｍｌ
大さじ１

( 一人分当たり：エネルギー　１１６kcal　 塩分相当量　０．９ｇ )

○
営
業
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
定
休
日
：
毎
週
水
曜
日

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

脳の刺激になる
　よく噛むことが刺激になり、脳
細胞を活発にしてくれます。
　また脳の満腹中枢が働いて、食
べ過ぎを防ぐこともできます。

よりおいしく
　よく噛んで味わうことで、食べ物の味がよく
わかります。
　素材のうま味が感じられると薄味でもおいし
く食べられ、減塩にもつながります。

　よく噛むことが刺激になり、脳

　また脳の満腹中枢が働いて、食
べ過ぎを防ぐこともできます。

｛A
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受
け
入
れ
る
こ
と
で

　
　
　
　
　地
域
活
性
化
に

　受
け
入
れ
る
側
で
あ
る
自
治
体

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
任
期
中
、
さ
ら

に
は
任
期
後
の
定
住
に
結
び
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
柔

軟
な
発
想
で
地
域
振
興
を
担
っ
た

り
、
特
定
の
分
野
で
重
点
的
に
活

動
し
た
り
と
、
行
政
職
員
と
は

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　協
力
隊
員
は
、
３
年
間
国
か
ら

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
地

域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
と
お
し

て
、
地
域
の
実
態
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
地
域
に
ど

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
、
そ

れ
に
対
し
て
自
分
の
ス
キ
ル
を
ど

う
生
か
せ
る
か
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

違
っ
た
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
協
力
隊
が
活
躍
す
る

地
域
に
と
っ
て
も
、
地
域
行
事
の

運
営
に
携
わ
っ
た
り
、
イ
チ
住
民

と
し
て
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
で
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

地域おこし協力隊の定住に向けた町独自のカリキュラム

特集：地域おこし協力隊に迫る！

収
入
源
を
確
保
す
る
道
筋
を
立
て

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
29
年
３
月
末
の
時
点
で
、

国
全
体
で
約
６
割
の
協
力
隊
員
が

任
期
終
了
後
も
同
じ
地
域
に
定
着

し
て
い
ま
す
。
一
方
本
町
で
は
、

受
入
を
開
始
し
た
平
成
23
年
度
か

ら
数
年
は
、
任
期
後
の
定
住
に
結

び
付
か
ず
、
中
に
は
任
期
終
了
前

に
町
を
離
れ
る
隊
員
も
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
に
隊
員
の

活
動
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
、

任
期
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ

う
な
、
本
町
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
設
け
、
協
力
隊
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。（
上
図
）

　具
体
的
に
は
、
最
長
３
年
間
の

任
期
中
、
前
半
は
地
域
か
ら
の
要

請
に
こ
た
え
る
「
派
遣
活
動
」
を

と
お
し
て
地
域
に
馴
染
み
、
自
分

の
活
躍
で
き
る
場
を
探
し
ま
す
。

後
半
は
、
隊
員
の
自
主
性
に
任
せ

る
「
自
主
活
動
」
の
中
で
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
し
、
自
分
の

ス
キ
ル
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

任
期
後
の
定
住
、
起
業
・
就
業
に

向
け
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
後
、
４

名
の
隊
員
が
任
期
後
の
定
住
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

　次
ペ
ー
ジ
で
は
、
隊
員
、
元
隊

員
に
話
を
伺
い
な
が
ら
、
さ
ら
に

協
力
隊
を
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。

任
期
終
了
後
を
見
据
え
た

　町
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　隊
員
が
任
期
終
了
後
も
同
じ
地

域
で
定
住
し
て
い
く
た
め
に
は
、

収
入
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

い
え
ま
す
。
任
期
が
終
わ
れ
ば
一

般
住
民
と
な
り
、
報
酬
も
支
払
わ

れ
ず
、
住
宅
や
車
も
自
身
で
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
３
年
と
い
う
任
期
の
中
で
、

現在 10名の隊員が川西町を盛り上げるために活躍中！

派遣活動
地区交流センター等からの要請
をうけ、町で聞き取り調査をし
たうえで、協力隊を派遣

自主活動
協力隊独自のスキル、関心を元
に企画書を提出し活動、定住に
向けた研修、資格取得など

派遣活動

派遣活動

自主活動

自主活動

【1年目】地域、町民を知る。
　自分のステージを発見する。

【2年目】自分のステージ作り。
　パートナーを見つける。

【3年目】定住、起業・就業に
　向けた準備。
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平成３０年２月１５日

　１
月
下
旬
、
最
強
寒
波
襲
来
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

き
な
が
ら
「
ど
う
せ
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
」
と

考
え
て
い
た
わ
た
し
。
実
際
に
や
っ
て
き
た
寒
波

は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
す
さ
ま
じ
い

も
の
。
思
わ
ず
心
の
中
で
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

　２
月
３
日
の
節
分
に
合
わ
せ
て
、
町
内
の
保
育

園
で
開
催
さ
れ
た
豆
ま
き
。
大
人
た
ち
が
鬼
に
扮

し
て
子
ど
も
た
ち
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。「
こ

な
い
で
ー
」
と
泣
き
な
が
ら
鬼
に
豆
を
投
げ
つ
け

る
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
姿
に
、
自
分
の
小
さ
い
時

の
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
鬼
は
怖
い
…
　
　大

　
　編

　後
　集

　記　表紙の写真は、2月 2日㈮に行われた小松保育所
の豆まき。赤鬼と青鬼が登場すると、泣きながら逃
げる子や、先生やおともだちを守ろうと必死にまめ
を投げる子も。微笑ましい一幕でした。

　東沢小学校は、創立１１４年を迎えましたが、３月で閉校になります。そこで、私たち１８人全員の思いを石
板に刻んでいただけることになり、今の一人ひとりの想いを漢字 1文字で表しました。私の選んだ文字は「努」
です。私は今年度、今までやったことのない応援団長になり、自分からみんなに声をかけてリードし、応援賞を
とることができました。これからも何事にもチャレンジし、努力することを忘れないで生活したいと思います。
　私のおじいちゃんやお父さんも通った学校が閉校するのはさみしいですが、この石板が学校の記念碑のそばで
これからずっと私たちを見守ってくれると思います。東沢小学校の歴史やここで学んだこと、先生方や友達との
楽しい思い出を胸に、春からはみんなそれぞれ新しい学校でがんばっていきます。

東沢小学校閉校記念行事　「みんなの想いを石碑に刻もう」　1/14
　　　　　　　　　　　　東沢小学校　６年　川崎　結

ゆ な
菜さん（後列右から 3番目）

未来に向かって　～第２３回～
東沢小学校での思い出を、みんなで石板に刻みました

平成30年
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

みんな力を合わせて鬼退治！みんな力を合わせて鬼退治！みんな力を合わせて鬼退治！
～小松保育所豆まき～


